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１
年
生
の
ク
ラ
ス
で
毎
年

「
自
分
史
」
を
作
ら
せ
て
い

る
。
生
ま
れ
て
か
ら
商
学
部

に
入
学
す
る
ま
で
の
出
来
事

と
そ
の
年
に
あ
っ
た
大
き
な

出
来
事
を
、
社
会
・
経
済
・

政
治
・
文
化
の
分
野
で
調
べ

て
書
い
て
も
ら
う
。
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
た
こ
と
だ
け
で

い
い
よ
、
と
言
う
と
、
プ
ロ

野
球
の
優
勝
チ
ー
ム
や
流
行

っ
た
歌
、
売
れ
た
マ
ン
ガ
の

タ
イ
ト
ル
を
書
い
て
き
た
り

す
る
。
決
算
報
告
書
を
使
っ

た
企
業
の
経
営
分
析
も
課
題

に
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
年

に
創
業
さ
れ
た
企
業
を
調
べ

る
学
生
も
い
る
▼
気
が
つ
く

と
そ
の
自
分
史
は
平
成
史
と

な
っ
て
い
る
。
そ
う
、
学
部

学
生
の
半
数
以
上
が
平
成
生

ま
れ
な
の
だ
。
当
た
り
前
と

い
え
ば
当
た
り
前
で
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
平
成
生
ま
れ

の
学
生
だ
け
に
な
る
。
困
る

の
は
、
言
葉
が
通
じ
な
い
こ

と
で
あ
る
▼
「
ア
ベ
ッ
ク
」

と
言
っ
て
笑
わ
れ
る
の
は
ま

だ
ま
し
で
、
み
ん
な
キ
ョ
ト

ン
と
し
て
い
る
。
世
間
話
な

ら
問
題
は
な
い
が
、
講
義
中

に
「
戦
後
の
日
本
経
済
は
」

な
ん
て
喋
っ
て
も
、そ
の
「
戦

後
」
が
分
か
ら
な
い
ら
し

い
。「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
す

か
」
と
答
え
た
学
生
も
い
た

▼
陳
腐
な
言
い
回
し
だ
が「
昭

和
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
で

あ
る
。
共
通
の
言
葉
は
時
代

認
識
の
共
有
か
ら
生
ま
れ

る
。
経
験
は
共
有
で
き
な
い

が
、
知
識
と
し
て
昭
和
史
を

学
ぶ
こ
と
は
平
成
の
学
生
に

は
不
可
欠
で
あ
る
。

（
三
谷

真
）
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�
面
…
三
大
学
連
携
記
念
公
開
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

�
面
…
夏
季
休
業
中
の
施
設
利
用

�
〜

�
面
…
特
集

平
成
２０
年
度
学
校
法
人
関
西
大
学

決
算
の
概
要
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
面
…
陸
上
ホ
ッ
ケ
ー
部
な
ど
本
学
学
生
が
活
躍

４
・
９
面
「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
き
ま
し
た
�

そ
れ
ぞ
れ
の
夏
休
み
の
過
ご
し
か
た
」

夏
休
み
に
向
け
て
、
計
画
中
の
人
も
、
ま
だ
計
画
を
立
て
て
い

な
い
人
も
必
見
�
楽
し
く
有
意
義
な
夏
休
み
の
過
ご
し
か
た
を
紹

介
す
る
。

１２
面
「
関
大
都
市
伝
説

学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
謎
を
解
き
明
か
す
�
」

学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
、
本
学
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
謎
や

疑
問
を
調
査
・
取
材
し
た
。
関
西
大
学
の
都
市
伝
説
が
今
明
ら
か

に
な
る
�

２
面

新
学
部
・
研
究
科
の

設
置
認
可
申
請
に
つ
い
て

２
０
１
０
年
（
平
成
２２
年
）
４
月
開
設
に
向
け
て
、
新
学
部
・

研
究
科
が
設
置
認
可
申
請
を
行
っ
た
。
今
後
、
募
集
活
動
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
。

特
集

生物がストレス（Stress）を感じると、それを軽減も
しくは発散するための行動を起こす。例えば、我々人間
の場合、カラオケ屋で大きな声で歌ったり、親しい人に
心の声（愚痴）を聞いて貰ったりする。
我々の身の周りにある無機質なモノはどうか？モノを
形づくる材料に外力が作用すると、応力（Stress）＊が生
じる。このときの状態変化によって、可聴域の周波数を
超える極めて小さい声（泣き声や悲鳴）が発せられる。
この声の特徴に基づいて損傷を検知する非破壊検査法の
一つがアコースティック・エミッション（Acoustic Em
ission:AE）法であり、このときに聴き取られる声をAE
波と呼ぶ。AE法が材料の研究分野で積極的に採り上げら
れ始めたのは、１９５０年代初期である。その後、数多くの
研究が行われ、機器や構造物に対する「健全性の評価」
と「破壊の予知」に役立てられている。
図に示した９つの「紋様」は、ストレスを感じたとき
の材料の「泣き声・悲鳴（AE波）」に「時間―周波数解
析」を施したものである。それぞれの「紋様」の横軸は
「時間」、縦軸は「周波数」であり、さまざまな周波数の
音の集まりで構成されている声に対し、「どの時間」に
「どの周波数」が「どれくらい含まれているのか」を表
したものである。勿論、人間の声にも同様の「紋様」が
あり、人によって異なる指の紋様を「指紋」ということ
から、日本音響研究所所長の鈴木松美氏が「声紋」と名
付けた。この「声紋」の特徴から、「性別・顔形・体
型」の特定、「年齢・体調・精神状態」の把握が可能にな
るため、犯罪捜査の決め手になることもある。材料に置
き換えると、「性別・顔形・体型」は「結晶組織や構
造」、「年齢・体調・精神状態」は「損傷状態や疲労状

態」となる。このようなことから、AE 波の「紋様」
は、材料が発する「声紋」であるといえる。
さて、９つの「声紋」を左右・上下で比較し、その結
果を破壊現象と周波数との対応関係に照らし合わせたと
きに得られる下記の情報から、「各段の右側の声紋ほど損
傷が進み、各段の声紋は異なる構造の材料から発せられ
たものである。」と推察される。

高周波数域の紋様は、左側の声紋には現れないが、中
央の声紋には現れる。また、右側の声紋は中央の声紋よ
りも紋様が目立たなくなっている。これは、損傷してい
ないときには破壊音を発する音源（破壊因子）が多数存
在し、さまざまな周波数の音が放出されるためである。
しかし終焉に近づくと、大きな悲鳴を上げる音源が少な
くなるために、紋様は目立たなくなる。また、上・中・
下段の各列の紋様が異なるのは、材料の内部構造に違い
があることを示している。

このように、耳を澄まして聴こえてくる音に集中する
と、無機質な材料からも、さまざまな情報が得られる。
耳を澄ましてみてください。いま一度、静かな場所に
身を置き、入学時に聴こえていた「聴きたかった音」「聴
かなければならない音」が学年の進行とともに「雑音」
でかき消されていないかをチェックし、本学で充実した
学生生活を送って貰えることを期待します。

（システム理工学部教授）
＊単位は【Pa（パスカル）】で、「力【N（ニュートン）】」を「断

面積【�】」で除した値で、単位面積当たりの力を表す。
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特
集（
学
生
企
画
）
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ピ
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大
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学
位
取
得�

２
０
１
０
年
（
平
成
２２
年
）

４
月
を
目
途
と
す
る
「
高
槻
新

キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
」
は
、
い
よ

い
よ
大
詰
め
に
入
っ
て
き
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
名
称
も
「
高
槻
ミ

ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
決
定

し
、
設
置
さ
れ
る
小
学
校
か
ら

大
学
院
ま
で
の
各
学
校
は
順

次
、
関
係
官
庁
に
認
可
申
請
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
社

会
安
全
学
部
と
大
学
院
社
会
安

全
研
究
科
（
修
士
課
程
）
に
つ

い
て
は
、
５
月
末
に
文
部
科
学

省
に
認
可
申
請
書
を
提
出
し
、

受
理
さ
れ
た
。

社
会
安
全
学
部
は
入
学
定
員

２
５
０
人
で
、「
地
域
安
全
コ
ー

ス
」
と
「
社
会
安
全
コ
ー
ス
」

を
、
ま
た
、
社
会
安
全
研
究
科

の
入
学
定
員
は
１５
人
で
、「
防
災

・
減
災
系
コ
ー
ス
」
と
「
事
故

防
止
・
減
災
系
コ
ー
ス
」
の
そ

れ
ぞ
れ
２
つ
の
コ
ー
ス
を
設
置

す
る
。
自
然
災
害
・
防
災
と
事

故
防
止
を
教
育
研
究
の
二
本
柱

と
し
た
学
部
・
大
学
院
は
日
本

で
初
め
て
で
あ
る
。

設
置
認
可
の
関
係
書
類
は
、

設
置
趣
意
書
、
１６
種
類
も
の
別

添
資
料
、
着
任
予
定
の
２３
人
の

専
任
教
員
に
係
る
個
人
調
書
や

教
育
研
究
業
績
書
な
ど
で
、
昨

年
末
か
ら
本
格
化
し
た
作
成
作

業
に
は
多
大
な
時
間
を
要
し

た
。今

回
の
申
請
書
の
受
理
は
審

査
の
始
ま
り
に
す
ぎ
な
い
。
１０

月
ま
で
約
５
カ
月
間
に
わ
た
る

認
可
手
続
き
は
、
こ
れ
か
ら
が

本
番
で
あ
る
。

（
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス

設
置
準
備
事
務
室
）

７
月
６
日
に
、
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
第
３
学
舎
ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
本
学
客

員
教
授
で
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る

大
坪
文
雄
氏
に
名
誉
博
士
号
を

授
与
し
、
授
与
式
を
行
っ
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
講
演

会
で
は
、
大
坪
氏
が
『「
す
べ
て

の
経
験
を
無
駄
に
し
な
い
」
―

明
日
を
生
き
る
学
生
の
皆
さ
ん

へ
―
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行

っ
た
。
本
学
卒
業
生
で
も
あ
る

大
坪
氏
の
豊
富
な
経
験
と
卓
越

し
た
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
講

演
に
、
聴
講
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
大

坪
氏
（
右
）

関
西
大
学
北
陽
中
学
校
は
、

２
０
１
０
年
（
平
成
２２
年
）
４

月
か
ら
の
開
校
に
向
け
、
入
学

定
員
１
２
０
人
、
収
容
定
員
３

６
０
人
で
生
徒
募
集
活
動
を
開

始
す
る
。

２
０
０
８
年
１１
月
末
に
大
阪

府
知
事
に
「
関
西
大
学
北
陽
中

学
校
設
置
認
可
申
請
書
」
を
提

出
し
、
こ
れ
を
も
と
に
２
０
０

９
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
「
私

立
学
校
審
議
会
」
に
お
い
て
審

議
さ
れ
、
同
審
議
会
か
ら
大
阪

府
知
事
宛
の
答
申
を
受
け
て
募

集
活
動
を
開
始
し
た
も
の
で
あ

る
。

今
後
は
中
学
校
の
募
集
活
動

を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も

に
、
２
０
１
０
年
４
月
の
開
校

に
向
け
、中
・
高
・
大
１０
年
を
見
据

え
た
一
貫
的
な
教
育
の
展
開
が

で
き
る
新
た
な
学
校
を
開
校
す

る
準
備
を
す
す
め
て
い
く
。

昨
年
１０
月
、
教
育
推
進
部
の

下
に
「
教
育
の
質
的
向
上
に
向

け
た
全
学
的
な
教
育
支
援
体
制

に
係
る
諸
施
策
の
企
画
・
開
発

お
よ
び
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
組
織
的
か
つ
継
続
的
に
教

育
内
容
お
よ
び
教
育
方
法
の
改

善
（
Ｆ
Ｄ
活
動
）
を
行
い
、
本

学
の
教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
」に
、教
育
開
発
支

援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
人
の

専
任
教
員
が
平
成
２１
年
４
月
か

ら
着
任
し
、
本
格
的
な
活
動
を

は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
内
訳

は
、
Ｆ
Ｄ
活
動
を
組
織
的
に
推

進
す
る
立
場
の
教
授
１
人
（
三

浦
真
琴
教
授
）、
全
学
共
通
科
目

の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
を
総
合
的
に

調
査
・
研
究
し
、
推
進
す
る
助

教
１
人
（
須
長
一
幸
助
教
）
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
学
（
高
等
）

教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
先
行
的
に

い
く
つ
か
あ
る
が
、
国
立
・
公

立
大
学
を
除
け
ば
他
の
私
立
大

学
で
専
任
教
員
を
置
く
と
こ
ろ

は
ま
だ
多
い
と
は
い
え
な
い
。

本
セ
ン
タ
ー
は
、「
建
学
の
精

神
」
に
基
づ
く
教
育
改
善
の
方

向
性
や
高
等
教
育
政
策
の
動
向

に
つ
い
て
、
継
続
的
に
調
査
・

研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
現

在
、
�
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

の
改
善
検
討
、
�
Ｔ
Ａ
・
Ｓ
Ａ

活
用
促
進
に
つ
い
て
の
検
討
、

�
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

促
進
を
教
員
・
職
員
・
学
生
の

三
者
協
働
体
制
に
よ
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
型
で
取
り
組
む
と
と
も

に
、
初
年
次
共
通
教
育
の
充
実

の
た
め
の
調
査
・
研
究
や
学
部

単
位
で
取
り
組
む
Ｆ
Ｄ
活
動
へ

の
協
力
・
支
援
に
も
そ
の
活
動

を
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

な
お
、
本
セ
ン
タ
ー
の
事
務

局
は
、
学
事
局
授
業
支
援
グ
ル

ー
プ
（
第
２
学
舎
１
号
館
１

階
）
が
あ
た
っ
て
い
る
。

（
教
育
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
長

化
学
生
命
工
学
部

教
授

池
田

勝
彦
）

本
学
は
、
２
０
１
０
年
（
平

成
２２
年
）
４
月
の
開
設
を
め
ざ

し
、
人
間
健
康
学
部
の
設
置
認

可
申
請
書
を
５
月
末
、
文
部
科

学
省
に
提
出
し
た
。
こ
の
学
部

は
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
さ

れ
、
３
つ
の
コ
ー
ス
（「
ス
ポ
ー

ツ
と
健
康
」「
身
体
と
健
康
」「
福

祉
と
健
康
」）
が
置
か
れ
る
。
入

学
定
員
は
３
０
０
人
で
あ
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
コ
ー

ス
」
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

通
し
て
の
人
間
形
成
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
、
ス
ポ
ー
ツ
教

育
を
通
し
た
健
康
の
あ
り
方
を

探
る
。

「
身
体
と
健
康
コ
ー
ス
」

は
、
個
人
お
よ
び
社
会
生
活
に

お
け
る
か
ら
だ
と
健
康
に
関
す

る
理
解
を
深
め
、
自
ら
の
健
康

お
よ
び
他
者
の
健
康
を
適
切
に

維
持
・
改
善
し
て
い
く
資
質
や

能
力
を
育
て
る
。

「
福
祉
と
健
康
コ
ー
ス
」
は

人
間
が
直
面
す
る
生
活
問
題
を

社
会
・
環
境
と
の
関
係
性
の
中

で
と
ら
え
、
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
地
域

水
準
の
科
学
的
探
究
と
、
そ
れ

を
支
え
る
福
祉
専
門
職
養
成
を

主
眼
と
し
て
い
る
。

今
後
、
文
部
科
学
省
で
審
査

が
行
わ
れ
、
順
調
に
進
め
ば
１０

月
末
に
認
可
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

（
新
学
部
設
置
準
備
事
務
室
）

７
月
１
日
か
ら
本
学
で
は
、

「
喫
煙
マ
ナ
ー
」「
自
転
車
マ
ナ

ー
」「
通
学
マ
ナ
ー
」
に
つ
い

て
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
、
学
生
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
、
マ
ナ

ー
の
改
善
を
呼
び
か
け
た
。

な
お
、
同
日
よ
り
、
本
学
前

周
辺
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
吹

田
市
の
条
例
で
あ
る
「
吹
田
市

自
転
車
等
の
放
置
防
止
に
関
す

る
条
例
」第
７
条
第
１
項
の「
放

置
禁
止
区
域
の
指
定
」
の
対
象

と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
吹

田
市
、
自
治
会
、
本
学
の
三
者

に
よ
る
自
転
車
マ
ナ
ー
・
モ
ラ

ル
の
啓
発
活
動
を
別
途
実
施
し

た
。 本

学
で
は
、
９
月
２８
日

（
月
）
か
ら
１０
月
２
日
（
金
）

に
か
け
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
共
同

事
業
に
よ
る
生
涯
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
関
西
大
学
地

域
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を

開
催
す
る
。
こ
れ

は
、
本
学
を
は
じ
め

と
す
る
２
大
学
の
主

催
に
よ
り
、
大
学
の

研
究
成
果
や
、
地
域

の
文
化
や
伝
統
、
自

然
、
産
業
な
ど
を
題

材
と
し
た
講
義
を
行

い
、
地
域
の
人
び
と

や
学
生
に
、
受
講
生

同
士
の
交
流
を
進
め

な
が
ら
、
地
域
の
魅

力
を
伝
え
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

本
学
で
は
、
文
学

部
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
、「
古
都

飛
鳥
・
河
内
の
歴
史

と
文
学
」
を
テ
ー
マ

に
、
高
松
塚
古
墳
の
壁
画
発
掘

と
い
う
世
紀
の
大
発
見
を
も
た

ら
し
た
考
古
学
、
歴
史
学
、
地

理
学
、
国
文
学
の
ス
タ
ッ
フ
が

総
力
を
あ
げ
て
「
飛
鳥
学
」
の

総
合
講
座
を
提
供
す
る
。
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
講
義
に
、
明

日
香
村
に
あ
る
関
西
大
学
飛
鳥

文
化
研
究
所
・
植
田
記
念
館
に

宿
泊
し
て
行
う
史
跡
見
学
と
現

地
講
義
を
付
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
講
義
内
容
は
次
の
と
お
り
。

９
月
２８
日
�
入
学
式
と
講
義「
飛

鳥
と
関
西
大
学
」

９
月
２９
日
�
「
河
内
飛
鳥
の
地

域
性
と
文
学
」、「
飛
鳥
の
古
代

史
」、「
高
松
塚
古
墳
・
キ
ト
ラ

古
墳
の
壁
画
世
界
」
の
各
講
義

９
月
３０
日
�
飛
鳥
寺
・
橘
寺
・

石
舞
台
な
ど
の
踏
査
と
現
地
講

義１０
月
１
日
�
「
飛
鳥
の
み
仏
―

古
代
仏
像
に
み
る
多
彩
な
世
界

―
」
の
講
義
と
東
大
寺
・
奈
良

町
・
元
興
寺
踏
査
と
現
地
講
義

１０
月
２
日
�
「
日
本
に
お
け
る

古
代
都
城
の
発
生
―
飛
鳥

「
京
」
？
の
存
在
と
藤
原
京

―
」、「
古
代
都
城
の
変
容
と
そ

の
後
の
都
市
計
画
―
条
坊
制
の

都
市
計
画
と
風
水
思
想
―
」
の

各
講
義
と
卒
業
式
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
連
携
部

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
ま
で
。（
電

話
０６
―

６
３
６
８
―

１
２
４
５
）

詳
細
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp���

w
w
w
.kan
sai�
u.ac.jp

�ren
kei�kokaikoza�s

p.htm
l

（
社
会
連
携
部
）

マナーアップキャンペーンの様子

関西大学、大阪市立大学、大阪府立大学
は、同じ大阪都市圏に立地する大学とし
て、より活発な相互交流を推進するため、
幅広く連携を強化していくことについて合
意し、平成２０年１１月６日に包括連携協定を
締結した。その連携事業の一つとして、平
成２１年度に連携を記念した公開講座を開催
する。
第１部の基調講演では、安藤忠雄氏を講

演者に迎え、「水辺と都市」をテーマに大阪
の可能性について講演いただき、第２部の
パネルディスカッションでは、関西大学、
大阪市立大学、大阪府立大学の３大学が、
「汽水文化」、「汽水と都市」を切り口に、
中世～近代の「大阪の都市と暮らし」につ
いてのディスカッションをしながら、これ
からの大阪を探る。
日時：７月１８日（土）１３時１５分
場所：大阪市中央公会堂 大集会室（地
下鉄御堂筋線 淀屋橋駅もしくは京阪
電鉄本線 淀屋橋駅、京阪電鉄中之島
線なにわ橋駅より１０分）

○
外
国
語
学
部
客
員
教
授
講
演

会テ
ー
マ

「
外
国
語
と
仕
事
」

講
師

鶴
田
知
佳
子
氏
（
本
学

客
員
教
授
・
東
京
外
国
語
大

学
教
授
・
同
時
通
訳
者
）

司
会

山
本
英
一
外
国
語
学
部

教
授

日
時

７
月
１１
日
（
土
）

１４
時
４０
分
〜
１６
時
１０
分

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第

１
学
舎
５
号
館
Ｅ
６
０
３
教

室
○
総
合
情
報
学
部
学
術
講
演
会

テ
ー
マ
「
国
土
情
報
の
実
世
界

へ
の
応
用
」

講
師

塚
田
幸
広
氏
（
国
土
交

通
省
近
畿
地
方
整
備
局
企
画

部
長
）

日
時

７
月
１３
日
（
月
）

１３
時
〜
１４
時
３０
分

場
所

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｔ
Ｅ

ホ
ー
ル

○
商
学
部
専
任
講
師

岩
本

明
憲
／
博
士
（
商
学
）
慶
應
義

塾
大
学

「
古
典
的
再
販
売
価
格
維
持
理

論
の
再
構
築
と
そ
の
適
用
可
能

性
」

学
位
取
得
年
月
日
は

平
成
２０
年
１１
月
１１
日

●
第
一
高
等
学
校
が
、
勉
強
合

宿
を
実
施

５
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
関

西
大
学
飛
鳥
文
化
研
究
所
に
お

い
て
、
３
年
生
２２
人
が
勉
強
合

宿
を
実
施
し
た
。
合
宿
は
勉
強

し
て
い
て
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

を
す
ぐ
に
質
問
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
好
評
で
、
普
段
の
授
業

に
は
な
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
の
中
で
、
生
徒
は
と
て
も

熱
心
に
勉
強
に
取
り
組
ん
だ
。

●
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
文
化
交

渉
学
教
育
研
究
拠
点
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ

Ｓ
）
は
、
６
月
２５
日
に
、
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
大
学T

h
e
C
l

uster
of
E
xcellen

c
e

�A
sia
an
d
E
urop

e
in
a
G
lobal

C
on

text

�
と
学
術
交
流
協
定
を
締

結
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
協
力
し
て
推
進
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
ク
ラ
ス

タ
ー
は
、
ド
イ
ツ
政
府
が
国
内

に
世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究

拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る
�E

xzell
enzinitiative

（
エ
ク
セ
レ

ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
）�
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
、
２
０
０
７
年
１０
月
に

発
足
し
た
も
の
で
、
い
わ
ば
ド

イ
ツ
版
の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ

拠
点
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
学
で
開
催
さ
れ
た
学
術

交
流
協
定
締
結
式
に
は
、
同
大

学
か
ら
ル
ド
ル
フ
・
ワ
グ
ナ
ー

所
長
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ク
ル
ツ
教

授
が
、
本
学
か
ら
は
河
田
悌
一

学
長
、
陶
徳
民
拠
点
リ
ー
ダ
ー

を
は
じ
め
多
数
が
出
席
し
た
。

●
２
０
０
９
年
度
タ
イ
王
国
裁

判
官
研
修
・
裁
判
所
職
員
研
修

を
実
施

６
月
３
日
〜
４
日
に
裁
判
官

研
修
が
実
施
さ
れ
、
タ
イ
王
国

司
法
省
か
ら
派
遣
さ
れ
た
３５
名

が
参
加
し
た
。
本
研
修
は
法
学

研
究
科
が
主
催
し
、
法
学
研
究

所
お
よ
び
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
研
究

セ
ン
タ
ー
ほ
か
の
協
力
の
も

と
、
今
年
度
初
め
て
本
学
で
の

実
現
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

３
日
に
は
、「
日
本
に
お
け
る
司

法
権
と
『
法
の
支
配
』」
の
講
義

の
後
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
、
河
田
悌
一
学
長
か
ら
歓

迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
４
日
に

は
、「
日
本
の
司
法
制
度
と
裁
判

所
」
と
題
し
、
京
都
地
方
裁
判

所
に
お
い
て
見
学
お
よ
び
説
明

会
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
６
月
１５

日
〜
２６
日
に
は
、
裁
判
所
職
員

研
修
が
実
施
さ
れ
、
４５
名
が
参

加
し
た
。

プログラム内容

問い合わせは社会連携部地域連携センターまで。
（電話０６―６３６８―１２４５）

内 容

挨拶

基調講演「水辺と都市～大阪の可能性～」
建築家 本学客員教授 安藤 忠雄

パネルディスカッション
「なにわの履歴書 汽水文化が生んだ都市と
暮らし」
関西大学文学部教授
なにわ・大阪文化遺産学研究センター長

�橋 	博
大阪市立大学大学院生活科学研究科教授

谷 直樹
大阪府立大学２１世紀科学研究機構教授

橋爪 紳也

時 間

１３時１５分～

１３時３０分
１３時３０分～

１４時４０分

１５時００分～

１６時３０分

９月２８日から

生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

関
西
大
学
地
域
ア
カ
デ
ミ
ー

人
間
健
康
学
部
を
設
置

新新新新新新新新新新新新
学学学学学学学学学学学学
部部部部部部部部部部部部
・・・・・・・・・・・・
研研研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究究究
科科科科科科科科科科科科
のののののののののののの
設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置

認認認認認認認認認認認認
可可可可可可可可可可可可
申申申申申申申申申申申申
請請請請請請請請請請請請
にににににににににににに
つつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいい
てててててててててててて

「飛鳥学」を文学部と社会連携部が協力して開講

社
会
安
全
学
部
・
社
会

安
全
研
究
科
を
設
置

関
西
大
学
北
陽
中
学
校
の
開
校
に
向
け

生
徒
募
集
活
動
を
開
始

ママナナーーににつついいてて
考考ええてて

みみまませせんんかか？？

大
坪
氏
に
名
誉
博
士
号
を
授
与

〜
水
都
大
阪
�
汽
水
�
文
化
の
都
市
（
ま
ち
）
と
暮
ら
し
〜

関西大学×大阪市立大学×大阪府立大学

三大学連携記念公開講座を開催

教育開発
支援センター

設開

（２）平成２１年（２００９年）７月１０日第 ３６４ 号
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本
年
４
月
に
新
入
生
を
中
心

に
実
施
し
た
「
薬
物
に
関
す
る

意
識
調
査
」
の
結
果
が
ま
と
ま

っ
た
。
質
問
は
２２
項
目
で
、
薬

物
に
つ
い
て
の
知
識
や
関
心
を

問
う
も
の
や
、
入
手
の
容
易
さ

を
問
う
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
。新

入
生
に
は
、
入
学
時
に
直

接
質
問
表
を
交
付
・
回
収
し
、

５
３
８
８
人
（
８４
・
６
％
）
か

ら
回
答
を
得
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
調
査

を
行
っ
た
上
位
年
次
生
は
、

７
０
１
人
（
３
・
０
％
）
の
回

収
率
に
止
ま
っ
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、「
大
麻

を
使
用
す
る
こ
と
を
誰
か
に
誘

わ
れ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
行
動

し
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対

し
て
、「
誘
っ
た
相
手
が
誰
で
あ

ろ
う
と
、
断
る
」
と
回
答
し
た

者
が
約
９０
％
、最
終
的
に
は
「
断

り
き
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
」

「
断
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
」

と
回
答
し
た
者
が
約
６
％
（
３

９
５
人
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ

か
に
、
薬
物
に
関
す
る
知
識
や

法
律
に
無
知
で
あ
っ
た
り
、
法

律
違
反
で
も
友
人
関
係
が
崩
れ

な
い
よ
う
に
行
動
を
し
て
し
ま

う
学
生
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、「
大
麻
を
手
に
入
れ
よ

う
と
し
た
場
合
、
そ
れ
は
ど
の

程
度
む
ず
か
し
い
で
す
か
」
の

質
問
に
対
し
て
「
簡
単
に
薬
物

が
手
に
入
る
」
と
回
答
し
た
者

は
１０
％
（
６
１
７
人
）、「
大
麻

を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
実

際
に
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
」
の
質
問
に
対
し
て
「
は

い
」
と
回
答
し
た
者
は
２
・
５

％
（
１
４
７
人
）
で
あ
っ
た
。

学
生
の
間
に
大
麻
が
一
定
程
度

浸
透
し
て
い
る
状
況
が
、
調
査

結
果
か
ら
う
か
が
え
る
。

今
回
の
調
査
か
ら
は
、
大
麻

が
一
部
の
人
間
に
と
っ
て
身
辺

で
見
る
こ
と
が
で
き
、
容
易
に

入
手
で
き
る
薬
物
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本
学
で

は
引
き
続
き
調
査
を
行
い
、
今

後
の
薬
物
対
策
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
調
査

結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本

学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

副
学
長
（
総
務
・
学
生
担
当
）

薬
物
対
策
委
員
長

芝
井

敬
司

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
、
六

甲
山
荘
は
学
生
の
み
の
利
用
も

可
能
。
申
込
方
法
、
利
用
範

囲
、
料
金
等
は
、次
の
と
お
り
。

【
申
込
方
法
と
場
所
】

利
用
開
始
日
の
２
週
間
前（
た

だ
し
、そ
の
日
が
休
日
に
当
た
る

場
合
は
、そ
の
前
日
）ま
で
に
所

定
の「
利
用
申
込
書
」に
必
要
事

項
を
記
入
し
、宿
泊
料
・
食
事
料

を
添
え
て
関
西
大
学
教
育
後
援

会（
�
０６
―

６
３
６
８
―

０
０
５

５
）ま
で
。

た
だ
し
、高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
フ
ィ
ス

で
受
け
付
け
る
。

ま
た
、セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http���w

w
w
.k

ansai�
u.ac.jp�Jigyo�s

em
inar�index.htm

l

）も
参

照
の
こ
と
。

（
教
育
後
援
会
）

こ
れ
か
ら
始
ま
る
長
い
夏
休

み
。
海
外
旅
行
を
計
画
し
て
い

る
み
な
さ
ん
も
多
い
こ
と
で
し

ょ
う
。

し
か
し
今
年
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
あ
り
、
い

つ
も
以
上
に
注
意
が
必
要
で
す

（
日
本
で
は
一
段
落
し
た
か
の

よ
う
な
風
潮
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
フ
ェ
ー
ズ
６
と
世
界
的
に

感
染
が
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ

り
、
特
に
南
半
球
で
は
感
染
が

拡
大
し
て
い
る
国
も
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
）。

楽
し
い
は
ず
の
旅
を
悲
し
い

思
い
出
に
し
な
い
た
め
に
も
、

国
際
部
か
ら
み
な
さ
ん
に
、
ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
伝
え
し
ま
す
。

�
出
国
前
に
渡
航
先
の
国
、
そ

の
国
の
文
化
、
歴
史
、
習
慣
な

ど
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
を
し

っ
か
り
行
う
こ
と
（
特
に
情
勢

不
安
定
な
国
・
地
域
に
つ
い

て
、
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
最
新
情
報
を
確
認
す

る
）

�
治
安
の
悪
い
場
所
に
は
決
し

て
近
づ
か
な
い
こ
と
（
渡
航
先

で
も
現
地
に
詳
し
い
人
に
そ
の

情
報
を
確
認
し
て
お
く
と
良

い
）

�
現
地
で
の
万
が
一
の
病
気
・

け
が
・
盗
難
な
ど
に
備
え
て
、

海
外
旅
行
傷
害
保
険
に
は
必
ず

加
入
し
て
お
く
こ
と

�
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ト
ラ

ベ
ラ
ー
ズ
チ
ェ
ッ
ク
、
パ
ス
ポ

ー
ト
な
ど
の
番
号
を
控
え
て
お

く
こ
と
（
紛
失
の
際
の
再
発
行

手
続
き
を
す
る
際
に
時
間
短
縮

に
な
る
）

�
人
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
貴
重

品
を
携
帯
し
な
い
こ
と
（
ホ
テ

ル
や
空
港
の
ロ
ビ
ー
、
食
事
や

列
車
の
席
な
ど
で
、
貴
重
品
の

入
っ
た
バ
ッ
グ
を
置
い
て
そ
の

場
を
離
れ
な
い
）

�
現
地
の
人
に
親
し
く
話
し
か

け
ら
れ
て
も
、
油
断
し
な
い
こ

と
（
ス
キ
を
見
て
財
布
を
盗
ま

れ
た
り
、
親
し
く
な
り
自
宅
な

ど
に
招
か
れ
、
睡
眠
薬
を
飲
ま

さ
れ
た
事
件
も
あ
る
）

�
健
康
管
理
も
含
め
、
旅
行
中

は
油
断
す
る
こ
と
な
く
、「
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

心
が
け
で
臨
む
こ
と
（
そ
れ
こ

そ
が
、
本
当
の
意
味
で
の
「
国

際
人
」
と
し
て
の
心
構
え
で

す
）

（
国
際
部
）

小谷村栂池自然園は、高山植物
が咲き誇る雲上の地。夏はひとき
わ鮮やかな彩の花とめぐり合え
る。太陽色に輝くニッコウキス
ゲ、白馬大池のまわりには、紫の
絨毯を敷き詰めたようなハクサン
コザクラが咲き誇る。心地よいト
レッキングの後は、疲れた体を近
隣の温泉でゆっくり癒す。都会の
喧騒から離れ、白馬栂池高原ロッ
ジでさわやかな夏をすごしてみて
はいかが。

六甲山ケーブルで１０分、山頂駅に着
くとそこは別天地。北海道南部の気候
に相当する六甲山は夏でも涼しい。六
甲ガーデンテラスからのんびり神戸の
町を眺めるのも良し、高山植物園を花
ガイドさんの案内でめぐるも良し、そ
してフィールド・アスレチックで童心
にかえって楽しむのも良い。山の空気
でリフレッシュしたあとは、六甲山荘
で美味しいと好評の夕食を囲んで大い
に語らう。今年の夏の１ページをぜひ
六甲山荘でどうぞ。

５
月
２５
日
�
開
催
６
日
前
�

「
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
は
、

開
催
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か

…
？
」

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ

る
休
講
措
置
が
解
除
さ
れ
、
１

週
間
ぶ
り
に
学
生
の
姿
が
戻
っ

た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
問
い
合
わ

せ
の
電
話
が
入
っ
た
。

「
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
は
予

定
ど
お
り
５
月
３１
日
に
開
催
さ

れ
ま
す
。」
と
回
答
す
る
こ
と
が

で
き
、
中
止
と
い
う
最
悪
の
事

態
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

５
月
２７
日
�
開
催
４
日
前
�

総
合
情
報
学
部
の
演
劇
サ
ー

よ
ろ
ず
え
ま
き

ク
ル
「
万
絵
巻
」
は
、
精
力

的
に
活
動
を
行
い
、
毎
年
体
育

館
の
教
室
で
研
究
発
表
（
演

劇
）
す
る
の
だ
が
、
今
年
は
、

Ｂ
棟
前
の
企
画
の
み
の
参
加
と

な
っ
た
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店

者
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の
連
絡

も
こ
の
日
ま
で
に
数
件
あ
っ

た
。
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
市

民
が
参
加
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

か
？

と
不
安
に
な
る
こ
と
も

少
な
く
な
か
っ
た
。

５
月
２８
日
�
開
催
３
日
前
�

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
当
日
の

業
務
分
担
の
打
ち
合
わ
せ
会
を

実
施
し
た
。
事
務
ス
タ
ッ
フ
で

晴
天
時
と
雨
天
時
の
体
制
の
最

終
確
認
を
行
う
。
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
オ
フ
ィ
ス
の
片
隅
に
は
、

て
る
て
る
坊
主
が
飾
ら
れ
た
。

５
月
３０
日
夕
方
�
開
催
前
日
�

組
み
立
て
ら
れ
た
ば
か
り
の

Ａ
棟
前
ス
テ
ー
ジ
で
小
規
模
な

「
前
夜
祭
」
開
催
の
最
中
に
、

突
然
、
雷
鳴
と
と
も
に
雨
が
降

っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
前
夜

祭
は
中
止
に
な
っ
た
。

５
月
３１
日
�
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

祭
当
日
�

早
朝
に
雨
は
上
が
っ
た
も
の

の
、
主
会
場
と
な
る
中
央
広
場

は
ま
だ
乾
か
な
い
。
５９
店
舗
が

出
店
す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
体
育
館
に
会
場
変
更
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
阪

府
立
芥
川
高
校
の
和
太
鼓
、
本

学
応
援
団
な
ど
に
よ
る
迫
力
あ

る
屋
外
ス
テ
ー
ジ
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
予
定
ど
お
り
行
え
た

の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

今
年
も
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で

は
、
市
内
小
学
生
対
象
の
ス
ケ

ー
ト
教
室
が
開
か
れ
た
。
ま

た
、
第
１
・
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
は
、
地
元
小
学
生
の
サ
ッ
カ

ー
大
会
が
開
催
さ
れ
盛
り
上
が

っ
た
。◇

◇

◇

結
果
、
約
２
８
０
０
人
が
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
に
訪
れ
て
く

れ
た
。
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
を

盛
会
に
導
い
た
大
勢
の
方
の「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｋ
」（
今
年
の
テ
ー
マ
）
に

深
く
感
謝
し
た
い
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
チ
ー
ム
）

高
校
生
や
受
験
生
、
保
護
者

を
対
象
と
す
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
日
程
が
決
定
し
た
。

８
月
１
日（
土
）・
２
日
（
日
）

に
開
催
す
る
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
パ

ス
千
里
山
１
ｓ
ｔ
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ

を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期

に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
。
主
な
内
容
は
、
入
試
概
要

説
明
、
Ａ
Ｏ
入
試
説
明
会
、
教

科
別
入
試
対
策
講
座
、
入
試
相

談
・
学
部
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

新
設
学
部
を
含
む
各
学
部
イ
ベ

ン
ト
、
関
大
生
へ
の
質
問
コ
ー

ナ
ー
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、

学
生
イ
ベ
ン
ト
等
。
日
程
に
よ

っ
て
内
容
は
異
な
る
。

詳
細
は
、
入
試
セ
ン
タ
ー
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���w
w

w
.k
an
sai�
u.ac.jp�n

yusi�

）
で
。
知
り
合
い
の
高

校
生
や
受
験
生
、
保
護
者
に
ぜ

ひ
す
す
め
ら
れ
た
い
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

白馬栂池高原ロッジ
本学教職員、学生、生徒、校友など

２，６３０円（夏季）
５，２５０円（夏季）

６３０円
１，５８０円
毎週木曜日

４泊５日

六甲山荘

１，５８０円（通年）
３，１５０円（通年）

５００円
２,０００円・２,５００円・３,５００円

毎週水曜日

施 設 別
利用範囲

学内者
学外者
朝食
夕食

休館日
利用限度

宿泊料

食事料

夏季休業中の施設利用 （７月３０日～９月２０日）
※は届け出により許可
施設利用時間

８／１１～２０
休業

休業

休業

休業

休業
８時３０分～２３時
通常通り開室

（各室ともメンテナンスのため閉室することがある）

休業

休業
９時～１７時※
（８／１８は休業）

休業

休業

休業
（旅行のみ８／
１１～１４、１９～２０営
業）

休業
９時～２０時※
（８／１６は９時
～１７時）

（８／１８は休業）

休業

休業

休業

休業

休業

休業
休業

休業

休業

９時～２２時※

休業

土・日・祝
休業

休業

休業

休業
休業
休業
休業
休業

（土）９時３０分～１７時
（日・祝）休業

休業
（土）９時～２０時※
（日・祝）９時～１７時※
９時～１７時※

休業

休業

休業
（８／１、２、２９は
営業）

休業

９時～２０時※

休業

休業
（土）１０時～１８時
（日・祝）休業

休業

休業

休業
休業

休業

休業

９時～２２時※

休業

平 日
９時～１７時

９時～１７時

９時～１７時

９時～１７時

９時～１７時

９時３０分～１７時

９時～１７時

９時～２０時

９時～２０時

９時～１７時

２階食堂
１０時４５分～１４時
３階購買部

１０時３０分～１６時３０分

９時～１７時

９時～２０時

９時～１７時
（診察受付時間は９
時３０分～１２時、１３時
３０分～１５時３０分）
９時～１６時

１０時～２０時

９時～１６時５０分

９時～１７時

９時３０分～１６時５０分
１３時３０分～１６時３０分

１０時３０分～２１時

９時～１７時

９時～２２時
（月・火・木・金）
１３時３０分～２１時

（水）１３時３０分～２０時

施 設

第１学舎
第２学舎
第３学舎
第４学舎
岩崎記念館

専門職大学院事務グループ
（尚文館・以文館）

第１学舎
第２学舎
第３学舎
第４学舎
尚文館

以文館ローライブラリー
以文館・尚文館・児島惟謙館内自習室、
会計研究科院生自習室（第２学舎）

心理臨床カウンセリングルーム

国際部
千里山中央体育館
千里山東体育館
誠之館２・３・６号館（有鄰館）
誠之館２号館１階
（サテライトステーション）
凜風館（学生生活課・ボランティア
センター事務室）

凜風館（食堂・購買部）

ＫＵシンフォニーホール

誠之館５・７・８号館
（凱風館・新凱風館・養心館）

保健管理センター

心理相談室

総合図書館

ＩＴセンター
キャリアセンター事務室
キャリアセンター理工系事務室
卒業生就業支援室
就職情報資料室
キャリアデザインルーム
エクステンション・リードセンター
千里山キャンパス事務室
総合情報学部オフィス
高槻キャンパスオフィス
キャリアセンター高槻キャンパス分室
図書室
体育館
関西大学アイスアリーナ

エクステンション・リードセンター
事務室

教務センター

オフィス

授業支援
ステーション

千

里

山

高

槻

天
六

開催キャンパス

千里山キャンパス

高槻キャンパス

千里山キャンパス

高槻キャンパス

千里山キャンパス

千里山キャンパス

※時間は、いずれも１０時～１６時 ※事前予約不要。入退場自由。

日程
８月１日（土）
８月２日（日）

８月４日（火）

８月２９日（土）

１０月２４日（土）

１１月２１日（土）

２０１０年
３月２７日（土）

名称
サマーキャンパス
―千里山1st Stage―
サマーキャンパス
― 高槻 ―

サマーキャンパス
―千里山2nd Stage―
オータムキャンパス
― 高槻 ―

オータムキャンパス
― 千里山 ―

フレッシュキャンパス

【調査概要】
平成２１年４月１日～４月３０日
全在学生（学部・大学院）
（１）新入生（学部１年次生）…紙媒体
（２）学部生（学部２年次生以上）および大学院生

…インフォメーションシステムによるＷｅｂ調査
（１）新入生（学部１年次生）
有効回答数 ５，３８８件／６，３９５名 有効回収率 ８４．６％
（２）学部生（学部２年次生以上）および大学院生
有効回答数 ７０１件／２３，１４５名 有効回収率 ３．０％

実施時期
対象

調査方法

回収率

結
果

報
告

薬
物
に
関
す
る
意
識
調
査

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
掲
載
中

いい
よよ
いい
よよ
夏夏
休休
みみ

２２００００９９年年度度ののススケケジジュューールル決決定定

〜
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
の
報
告
〜

白白馬馬栂栂池池高高原原ロロッッジジ

５
月
最
後
の
１
週
間

青春の思い出作りしませんか？

六六甲甲山山荘荘

アア
ドド
ババ
イイ
スス

海海
外外
旅旅
行行
のの

平成２１年（２００９年）７月１０日第 ３６４ 号（３）



盲導犬センターにて（盲
導犬センターに行って
視覚障害者と同じよう
に盲導犬と一緒に歩く
体験をしている写真です）�

（４）平成２１年（２００９年）７月１０日第 ３６４ 号（９）



１１

２２

学
校
法
人�

関
西
大
学�

平
成
平
成
20
年
度
決
算
に
つ
い
て

年
度
決
算
に
つ
い
て�

平
成
20
年
度
決
算
に
つ
い
て�

抜き取って�
お読みいた�
だけます�

関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
００００００００００００００００００００
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
００００００００００００００００００００
ププププププププププププププププププププ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
クククククククククククククククククククク
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
のののののののののののののののののののの
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進

平
成
２０
年
度
決
算
は
、
常
任

理
事
会
の
審
議
を
経
て
、
理
事

会
（
平
成
２１
年
５
月
１４
日
）
で

議
決
・
承
認
さ
れ
、
評
議
員
会

（
平
成
２１
年
５
月
２８
日
）
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

私
立
大
学
を
め
ぐ
る
経
営
環

境
は
、
４
年
制
私
立
大
学
の
４７

・
１
％
が
定
員
割
れ
を
起
こ

し
、
帰
属
収
入
で
消
費
支
出
を

賄
え
な
い
私
立
大
学
法
人
が
全

体
の
３４
・
５
％
と
な
る
な
ど
、

年
々
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
逆
境
の
中
、
本

学
は
「
真
の
総
合
学
園
」
め
ざ

し
て
、
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン

パ
ス
に
社
会
安
全
学
部
、
大
学

院
社
会
安
全
研
究
科
、
高
等

部
、
中
等
部
お
よ
び
初
等
部

を
、
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
人
間
健

康
学
部
を
、
北
陽
キ
ャ
ン
パ
ス

に
北
陽
中
学
校
を
２
０
１
０
年

（
平
成
２２
年
）
４
月
に
同
時
開

設
す
る
「
２
０
１
０
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

本
決
算
で
は
、
こ
の
「
２
０

１
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
関
連
事

業
で
、
学
部
、
学
校
に
係
る
校

地
・
校
舎
な
ど
の
整
備
に
要
す

る
完
成
年
度
ま
で
の
設
置
経

費
、
さ
ら
に
、
高
等
学
校
・
中

学
校
・
小
学
校
に
係
る
開
設
年

度
の
経
常
経
費
を
も
含
め
て
事

業
費
を
確
定
し
、
こ
れ
に
見
合

う
設
置
財
源
を
開
設
前
々
年
度

で
あ
る
平
成
２０
年
度
に
確
保
し

ま
し
た
。

本
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
一

時
的
に
設
備
投
資
額
が
大
き
く

な
り
ま
す
が
、
今
後
も
財
政
の

健
全
化
と
財
政
基
盤
の
強
化
に

向
け
て
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
方

の
ご
理
解
と
熱
い
ご
支
援
を
ぜ

ひ
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

そ
れ
で
は
平
成
２０
年
度
決
算

に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま

す
。

平
成
２０
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
主
な
も
の
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

第
１５
期
理
事
会
の
も
と
で「
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
再
構
築
」
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
、
寄
附
行
為
を
大
幅
に
改

正
し
ま
し
た
。
平
成
２０
年
１０
月

１
日
、
改
正
寄
附
行
為
に
基
づ

き
、
第
１６
期
理
事
会
・
評
議
員

会
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
理

事
会
を
「
最
終
の
意
思
決
定
機

関
」、
評
議
員
会
を
原
則
「
諮
問

機
関
」
と
規
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
機
能
を
明
確
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
理
事
会
か
ら
一
定
の
権

限
を
委
譲
さ
れ
た
常
任
理
事
会

が
設
置
さ
れ
、
意
思
決
定
の
一

層
の
迅
速
化
を
図
り
ま
し
た
。

同
時
に
教
学
に
お
い
て
も
、

大
学
と
し
て
の
全
学
的
方
針
、

政
策
を
総
合
的
か
つ
迅
速
に
決

定
す
る
た
め
、
教
育
推
進
部
、

研
究
推
進
部
、
社
会
連
携
部
、

国
際
部
の
４
つ
の
部
を
設
置

し
、
新
た
な
体
制
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

ア

高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ

ス
設
置
事
業
の
推
進

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北
東
地
区
の
高

槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
社

会
安
全
学
部
、
大
学
院
社
会
安

全
研
究
科
、
高
等
部
、
中
等
部

お
よ
び
初
等
部
を
平
成
２２
年
４

月
に
同
時
開
設
す
る
た
め
、
校

舎
棟
な
ど
の
建
築
工
事
を
平
成

２０
年
度
に
着
工
し
ま
し
た
。

社
会
安
全
学
部
、
社
会
安
全

研
究
科
（
修
士
課
程
）
に
つ
い

て
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の

検
討
を
進
め
、
専
任
教
員
の
採

用
人
事
を
開
始
し
ま
し
た
。
平

成
２１
年
５
月
に
は
文
部
科
学
省

へ
設
置
認
可
申
請
書
を
提
出

し
、
平
成
２１
年
１０
月
末
に
認
可

さ
れ
る
予
定
で
す
。

社
会
安
全
学
部
の
入
学
定
員

は
２
５
０
人
、
収
容
定
員
は
１

０
０
０
人
、
社
会
安
全
研
究
科

（
修
士
課
程
）
の
入
学
定
員
は

１５
人
、
収
容
定
員
は
３０
人
と
な

り
ま
す
。
高
等
部
、
中
等
部
お

よ
び
初
等
部
に
つ
い
て
は
、
各

校
長
予
定
者
、
専
任
教
諭
の
採

用
予
定
者
を
決
定
し
、
学
則
を

制
定
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
２０

年
１１
月
に
各
校
の
設
置
認
可
申

請
書
を
大
阪
府
に
提
出
し
、
平

成
２１
年
７
月
の
私
立
学
校
審
議

会
に
お
い
て
審
査
を
受
け
る
予

定
で
す
。

イ

堺
キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
事
業

の
推
進

南
海
高
野
線
「
浅
香
山
駅
」

前
に
あ
る
堺
市
立
商
業
高
等
学

校
・
第
二
商
業
高
等
学
校
跡
地

に
、
本
学
に
と
っ
て
大
阪
南
部

の
拠
点
と
な
る
堺
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
設
し
、
平
成
２２
年
４
月
に

人
間
健
康
学
部
を
設
置
し
ま

す
。
人
間
健
康
学
部
の
入
学
定

員
は
３
０
０
人
、
収
容
定
員
は

１
２
０
０
人
で
、
こ
の
う
ち
、

文
学
部
か
ら
１
５
０
人
、
社
会

学
部
か
ら
５０
人
の
入
学
定
員
を

振
り
替
え
る
予
定
で
す
。
平
成

２１
年
５
月
に
文
部
科
学
省
へ
設

置
認
可
申
請
書
を
提
出
し
、
平

成
２１
年
１０
月
末
に
認
可
さ
れ
る

予
定
で
す
。

ウ

北
陽
中
学
校
設
置
事
業
の

推
進平

成
２０
年
４
月
１
日
付
の
学

校
法
人
福
武
学
園
と
の
合
併
に

よ
り
、
本
学
の
併
設
高
校
と
な

っ
た
北
陽
高
等
学
校
の
隣
接
地

に
北
陽
中
学
校
を
開
設
し
ま

す
。平

成
２２
年
４
月
の
開
設
に
向

け
て
、
平
成
２０
年
度
に
用
地
を

取
得
し
、
中
学
校
校
舎
の
建
築

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
平
成

２０
年
１１
月
に
設
置
認
可
申
請
書

を
大
阪
府
に
提
出
し
、
平
成
２１

年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
私
立
学

校
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
得
て

募
集
活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
入
学
定
員
は
１
２

０
人
（
１
学
年
３
ク
ラ
ス
）、
収

容
定
員
は
３
６
０
人
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

ア

外
国
語
学
部
の
開
設

本
学
１１
番
目
の
学
部
と
な
る

外
国
語
学
部
は
、
平
成
２０
年
６

月
２７
日
付
で
文
部
科
学
省
に
設

置
の
届
出
を
行
い
、
平
成
２１
年

４
月
に
開
設
し
、
１
４
９
人
の

新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。「
英
語

教
育
専
修
」「
中
国
言
語
文
化
専

修
」「
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
専
修
」
の
３
専
修
を
設
置

し
、
少
人
数
制
の
も
と
で
集
中

的
な
言
語
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
し
ま
す
。
特
に
２
年
次
に
お

い
て
は
、必
修
科
目
と
し
て
「
Ｓ

ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
Ａ
ｂ
ｒ
ｏ
ａ
ｄ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
よ
る
海
外
提
携
大

学
で
の
１
年
間
の
留
学
を
義
務

付
け
、
語
学
運
用
能
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

イ

心
理
学
研
究
科
お
よ
び
臨

床
心
理
専
門
職
大
学
院
の
開
設

平
成
２０
年
４
月
に
博
士
課
程

前
期
課
程
の
認
知
・
発
達
心
理

学
お
よ
び
社
会
心
理
学
の
２
専

攻
、
後
期
課
程
の
心
理
学
専
攻

を
設
置
す
る
心
理
学
研
究
科
を

開
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平

成
２１
年
４
月
に
は
、
同
研
究
科

に
私
立
の
総
合
大
学
で
は
初
と

な
る
臨
床
心
理
専
門
職
大
学
院

を
開
設
し
ま
し
た
。

ウ

文
部
科
学
省
補
助
金
の
獲

得
教
育
分
野
で
は
、
質
の
高
い

大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
教

育
Ｇ
Ｐ
）
で
２
件
、
大
学
院
教

育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
１

件
、
産
学
連
携
に
よ
る
実
践
型

人
材
育
成
事
業
―
サ
ー
ビ
ス
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
―

で
１
件
、
戦
略
的
大
学
連
携
支

援
事
業
で
１
件
（
共
同
申
請
）

の
合
計
５
件
が
新
規
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

研
究
分
野
で
は
、
人
文
学
お

よ
び
社
会
科
学
に
お
け
る
共
同

研
究
拠
点
の
整
備
推
進
事
業
と

し
て
「
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

戦
略
研
究
機
構
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
同
機
構
は
、
私
立
大

学
初
の
共
同
利
用
・
共
同
研
究

拠
点
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
が
募
集

す
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
私

立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成

支
援
事
業
」
に
、
６
件
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
選
定
を
受

け
、
こ
れ
は
全
私
立
大
学
ト
ッ

プ
の
選
定
件
数
で
し
た
。

エ

平
成
２１
年
度
（
２
０
０
９

年
度
）
入
試
概
要

平
成
２０
年
度
後
半
か
ら
顕
著

と
な
っ
た
「
景
気
後
退
」
の
影

響
か
ら
、
受
験
生
の
中
に
は
出

願
校
数
、
学
部
数
の
絞
込
み
を

行
う
な
ど
の
動
き
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状

況
の
中
で
、
平
成
２１
年
４
月
に

開
設
の
外
国
語
学
部
を
含
め
た

１１
学
部
の
募
集
を
行
い
、
一
般

入
試
・
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
の

志
願
者
数
は
９
０
０
６
６
人
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
受
験

制
度
の
拡
充
や
大
学
改
革
の
取

組
み
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、
全

国
に
５
８
９
あ
る
４
年
制
私
立

大
学
の
中
で
第
４
位
、
西
日
本

で
は
第
１
位
の
志
願
者
数
で

す
。

オ

国
際
交
流
の
推
進

「
１
０
０
０
人
派
遣
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
推
進
に
よ
る
派
遣
留

学
生
の
拡
大
、
協
定
大
学
の
拡

充
（
平
成
２１
年
度
ま
で
に
５０
大

学
）
計
画
に
よ
り
、
新
た
に
５

大
学
と
協
定
を
締
結
し
、
協
定

大
学
数
は
４８
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
認
定
留
学
制
度
を
見
直

し
て
「
中
期
外
国
語
研
修
」
を

新
た
に
設
け
ま
し
た
。
留
学
期

間
中
の
学
費
に
つ
い
て
は
全
額

減
免
し
、
別
途
認
定
留
学
在
籍

料
１０
万
円
を
徴
収
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
年
度
の

海
外
へ
の
派
遣
留
学
生
数
は
昨

年
度
よ
り
１
０
４
人
増
加
し
、

合
計
で
４
８
０
人
と
な
り
ま
し

た
。

カ

社
会
貢
献
の
推
進

平
成
２０
年
１０
月
に
発
足
し
た

社
会
連
携
部
は
、
対
象
事
業
が

理
工
系
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く

人
文
・
社
会
科
学
系
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
も
可
能
と
し
、
総
合
大

学
と
し
て
の
知
的
資
産
を
フ
ル

活
用
す
る
べ
く
「
文
理
融
合

型
」
の
社
会
貢
献
が
行
え
る
体

制
に
整
備
し
ま
し
た
。「
産
学
官

連
携
セ
ン
タ
ー
」「
知
財
セ
ン
タ

ー
」「
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
」「
高

大
連
携
セ
ン
タ
ー
」
の
４
セ
ン

タ
ー
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

委
員
会
を
中
心
に
全
学
的
な
連

携
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

キ

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
に
つ
い
て

平
成
２０
年
度
当
初
の
各
企
業

の
雇
用
計
画
は
、
前
年
度
と
同

様
「
バ
ブ
ル
期
を
上
回
る
求
人

意
欲
」
と
評
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、実
際
の
採
用
活
動
は
「
基

準
に
見
合
わ
な
け
れ
ば
必
ず
し

も
計
画
人
員
が
充
足
さ
れ
な
く

て
も
活
動
を
終
え
る
」
と
い
う

厳
選
採
用
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
９
月
の
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
世
界
的
な

経
済
不
況
の
影
響
に
よ
り
、
残

念
な
が
ら
本
学
に
お
い
て
も
、

学
生
か
ら
内
定
取
消
や
大
幅
な

雇
用
条
件
変
更
等
を
受
け
た
と

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
２０
年

度
の
本
学
の
就
職
率
は
９７
・
４

�
（
前
年
度
比
△
０
・
４
�
）

と
な
り
ま
し
た
。

ク

学
生
諸
君
の
活
躍

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
課
外
活

動
の
強
化
に
対
す
る
積
極
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
最
重
点
強

化
ク
ラ
ブ
助
成
費
を
新
設
し
、

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
、
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
部
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
サ
ッ
カ
ー

部
、野
球
部
、陸
上
競
技
部
（
駅

伝
）
に
対
し
て
重
点
的
な
助
成

を
行
い
ま
し
た
。

国
際
大
会
の
制
覇
と
し
て

は
、
織
田
信
成
さ
ん
（
文
４
）

が
２
０
０
８
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
男
子
シ

ン
グ
ル
で
優
勝
、
第
７７
回
全
日

本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手

権
大
会
で
も
優
勝
し
た
他
、
空

手
道
部
の
梶
川
凛
美
さ
ん
（
文

１
）
が
第
６
回
世
界
学
生
空
手

道
選
手
権
大
会
の
個
人
形
の
部

で
優
勝
し
ま
し
た
。

文
化
面
で
は
、
速
記
部
が
第

９６
回
全
日
本
学
生
速
記
競
技
大

会
で
優
勝
し
４２
連
覇
の
偉
業
を

達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
格
試
験
で
は
、
司

法
試
験
に
３９
人
（
旧
司
法
試
験

合
格
者
１
人
を
含
む
）、
公
認
会

計
士
試
験
に
４４
人
（
旧
第
２
次

試
験
合
格
者
８
人
を
含
む
）、
弁

理
士
試
験
に
９
人
、
国
家
公
務

員
�
種
試
験
に
８
人
が
合
格
し

ま
し
た
。

ア

第
２
学
舎
２
号
館
建
替
え

工
事平

成
２１
年
３
月
に
、
地
上
７

階
建
て
延
床
面
積
８
１
８
９
・

４６
平
方
�
で
中
教
室
５
室
、
小

教
室
７
室
、
ゼ
ミ
教
室
１４
室
、

実
習
演
習
室
６
室
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
１
室
な
ど
、
各
種
教
室
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
た
建

物
を
建
築
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
共
通
会
議
室
等
、
各
室
で

教
育
研
究
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
情
報
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

イ

総
合
研
究
室
棟
建
築
工
事

本
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究

環
境
の
よ
り
一
層
の
整
備
・
充

実
を
図
る
た
め
、
第
１
学
舎
エ

リ
ア
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
学

部
・
研
究
科
・
機
構
を
対
象
と

し
た
総
合
的
な
研
究
施
設
と
し

て
、
平
成
２０
年
９
月
に
竣
工
し

ま
し
た
。
地
上
８
階
建
て
延
床

面
積
４
６
５
２
・
９８
平
方
�
で

１
階
か
ら
３
階
に
教
育
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
群
を
推
進
す
る
た

め
合
わ
せ
て
１０
の
戦
略
的
ス
ペ

ー
ス
が
、
４
階
か
ら
８
階
に
合

わ
せ
て
８５
の
個
人
研
究
室
お
よ

び
５
の
談
話
室
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

ウ

校
友
・
父
母
会
館
建
築
工

事
本
学
の
卒
業
生
の
組
織
で
あ

る
校
友
会
と
、
学
生
の
父
母
・

保
護
者
の
組
織
で
あ
る
教
育
後

援
会
が
、
と
も
に
大
学
と
協
力

し
て
、
一
層
緊
密
に
連
携
す
る

と
と
も
に
、
本
学
の
さ
ら
な
る

発
展
に
資
す
る
こ
と
を
願
い
、

三
者
が
共
同
で
使
用
す
る
会
館

と
し
て
「
関
西
大
学
会
館
」
の

南
側
に
建
築
し
ま
し
た
。
平
成

２１
年
３
月
に
竣
工
し
、
地
上
３

階
、
地
下
１
階
建
て
延
床
面
積

３
０
１
１
・
５８
平
方
�
で
主
に

３
階
と
グ
ラ
ン
ド
フ
ロ
ア
を
大

学
、
２
階
を
校
友
会
、
１
階
を

教
育
後
援
会
が
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
三
者
が
相
携
え
未
来

に
向
け
て
大
学
の
発
展
に
協
力

し
て
い
く
場
と
な
り
ま
す
。

エ

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ク

セ
ス
整
備
（
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

設
置
工
事
）

阪
急
電
鉄
「
関
大
前
駅
」
南

改
札
口
側
の
１７
号
門
か
ら
１００
周

年
記
念
会
館
に
至
る
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
を
設
置
し
、
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
お
よ
び
通
路
に
は
、
屋

根
を
設
け
て
雨
天
時
の
歩
行
に

も
配
慮
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、安
全
か
つ
快
適
に
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

第
２
学
舎
２
号
館

総
合
研
究
室
棟

校友・父母会館

３

教
育
研
究
活
動
関
係

理事長

上原 洋允

関
西
大
学
２
０
１
０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

２

は
じ
め
に

事
業
の
概
要

４

教
育
研
究
環
境
の
整
備
充
実
関
係

新
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
施

１

平成２１年（２００９年）７月１０日第 ３６４ 号（５）



学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
20
年
度
決
算
に
つ
い
て�

関
西
大
学
２
０
１
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進�

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
20
年
度
決
算
に
つ
い
て�

関
西
大
学
２
０
１
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進�

当年度（平成２１年３月３１日）
差 額
２７９，２８７，１１２

（２１４，０６８，２７０）
△３，０７８，９４１，３０７

（△３，０７８，９４１，３０７）
△２，７９９，６５４，１９５

（△２，８６４，８７３，０３７）

時 価
９，８８７，６１９，２７１

（９，７９６，８８５，８７０）
１６，０１８，９３９，３００

（１６，０１８，９３９，３００）
２５，９０６，５５８，５７１

（２５，８１５，８２５，１７０）

貸借対照表計上額
９，６０８，３３２，１５９

（９，５８２，８１７，６００）
１９，０９７，８８０，６０７

（１９，０９７，８８０，６０７）
２８，７０６，２１２，７６６

（２８，６８０，６９８，２０７）

種 類

時価が貸借対照表計上額
を超えるもの
（うち満期保有目的の債券）
時価が貸借対照表計上額
を超えないもの
（うち満期保有目的の債券）（注１、２）
合 計
（うち満期保有目的の債券）

資産の部
金 額

２，９７３，１８４，８６０
２，３８３，６６１，９９２
１，９８８，２６０，９５０
３１０，７５３，６０１
７７，０７２，７７０
７，０２４，９９５
５４９，６７５

１
５８９，５２２，８６８
３３１，５００

１，２００，０００
２２２，９０９，８７６
１８６，６７６，６０４
１７８，４０４，８８８
２３２，２３４，８７６
２１２，５５０，８８４
１９，６８３，９９２

３，２０５，４１９，７３６

科 目
固定資産
有形固定資産
土地
建物
構築物
教育研究用機器備品
その他の機器備品
車輌
その他の固定資産
電話加入権
長期貸付金
退職給与引当特定資産
減価償却引当特定資産
第３号基本金引当資産

流動資産
現金預金
未収入金

資産の部合計

学
校
法
人
は
、
予
算
に
よ
っ
て

執
行
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
決
算
に

つ
い
て
、文
部
省
令
に
定
め
る
「
学

校
法
人
会
計
基
準
」
に
基
づ
き
、

財
務
計
算
に
関
す
る
書
類
と
し

て
、「
資
金
収
支
計
算
書
」、「
消
費

収
支
計
算
書
」、「
貸
借
対
照
表
」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
表
あ
る
い
は

明
細
表
の
計
算
書
類
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
金
収
支
計
算
書
」
は
、
学

校
法
人
の
当
該
会
計
年
度
の
諸
活

動
に
対
応
す
る
す
べ
て
の
収
入
・

支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
か

つ
、
支
払
資
金
の
収
入
・
支
出
の

て
ん
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。
資
金
の
動
き
の
す
べ
て
が
計

算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
消
費
収
支
計
算
書
」
は
、
当

該
会
計
年
度
に
お
け
る
消
費
収
支

の
均
衡
状
態
と
、
そ
の
内
容
を
明

ら
か
に
し
、
学
校
法
人
の
経
営
状

況
が
健
全
で
あ
る
か
ど
う
か
を
示

す
も
の
で
す
。
こ
の
計
算
書
は
、

言
わ
ば
企
業
会
計
の
「
損
益
計
算

書
」
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

「
貸
借
対
照
表
」
は
、
学
校
法

人
の
一
定
時
点
（
決
算
日
）
に
お

け
る
資
産
、
負
債
、
基
本
金
、
消

費
収
支
差
額
の
財
政
状
態
を
示
す

も
の
で
す
。

な
お
、「
財
産
目
録
」
は
、「
貸

借
対
照
表
」
を
基
準
に
し
て
組
み

替
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
上
省
略
い

た
し
ま
す
。「
関
西
大
学
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
」
に
財
産
目
録
な
ど
の
財
務

情
報
を
掲
載
い
た
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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注 記
１ 重要な会計方針
�引当金の計上基準
徴収不能引当金…債権の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴
収不能見込額を計上している。
退職給与引当金
ア 大学の教員及び職員…期末要支給額１２，１２３，８９７，０５６円の５０％を基に
して、私立大学退職金財団に対する掛金の累計額と交付金の累計額
との繰入調整額を加減した金額を計上している。

イ 第一高等学校、第一中学校、幼稚園の教員…期末要支給額６６４，３０２，５６９
円から私学退職金財団よりの交付金相当額を控除した金額の５０％を
計上している。
ウ 北陽高等学校の教員及び職員…期末要支給額２０２，６２９，６７３円から私
学退職金財団よりの交付金相当額を控除した金額の１００％を計上して
いる。
エ 役員…期末要支給額５１，８３７，５００円の１００％を計上している。
退職年金引当金…関西大学退職年金規程に基づき、退職給付債務を引
当計上している。
�その他重要な会計方針
有価証券の評価基準及び評価方法…移動平均法に基づく原価法であ
る。
所有権移転外ファイナンス・リース取引の処理方法…リース物件の所
有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース
取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ
っている。
預り金その他経過項目に係る収支の表示方法…前期末残高は、預り金
支出・立替金収入とし、当期末残高は、預り金収入・立替金支出とし
ている。
食堂その他教育研究活動に付随する活動に係る収支の表示方法…補助
活動に係る収支は総額で表示している。

２ 重要な会計方針の変更等…なし
３ 減価償却額の累計額の合計額…６７，１７３，０４９，３５２円
４ 徴収不能引当金の合計額…８，９９２，２００円
５ 担保に供されている資産の種類及び額は次のとおりである。
土地１２０，６０６．７２� ６８９，６５４，８５２円

６ 翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととな
る金額…６，３４８，３６５，９４１円

７ その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項
�有価証券の時価情報 （単位 円）

（注１）時価が貸借対照表計上額を超えないものについては、満期保有目的の債券
のため、差額（評価損）が実現する可能性は低い。

（注２）本表には、仕組債（貸借対照表計上額：１６，８９６，８９８，６０７円、時価：
１３，８４９，９０５，５００円、差額：△３，０４６，９９３，１０７円）が含まれている。

�偶発債務
関西大学法科大学院特別教育ローンにおいて、金融機関に対し

３４，３９８，２０３円の債務保証を行っている。
�所有権移転外ファイナンス・リース取引
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている所有権
移転外ファイナンス・リースは次のとおりである。
リース資産の種類 リース料総額 未経過リース料期末残高
教育研究用機器備品 １，３５３，７０４，６８８円 ７６０，５５７，７１１円

車輌 １４，８１７，６００円 ６，７１２，９６６円

計 １，３６８，５２２，２８８円 ７６７，２７０，６７７円

�学校法人福武学園との合併に伴う資産、負債及び基本金の承継
平成２０年４月１日付けの学校法人福武学園との合併に伴い、次の資
産、負債及び基本金を承継している。

（単位 円）

消費支出の部
差 異

△ ８２，８８９，４８６

２５，０５７，６１０

△ ２７１，０９５，１３７

６９，４２０，９７５

△ １１４，１１４，２３１

１９２，１８２，５４１

１５，６５８，７５６

６１６，２５２，７６３

△ １９，２５５，８８０

△ １４８，５２８，１８８

１２，９９６，３３８

１０，４３５，２４７

１８，１１２，８９９

７３，７０３，７７８

１１，８３５，９０９

５７，０２１，３０６

４，３０６，２４４

３，６７３，５６６

△ ６１，４４４，９３２

６７５，７０５

１，０２２，８４１

５６２，７６３，０２０

６４，５８１，３１１

△ ７７７，６８７

△ ５０７，９１３

６，５４３，２９０

６，６４４，６０４

３，２８０，０２７

９，１７１，２７８

△ ２９４，９８９，７４６

△ ４，７５３，０５９

１０，５８１，５３７

１，４７４，４９７

△ ５３，１８１，３９６

△ ２１，３３６，７０３

△ ４，８９３，８３７

決 算

２１，９２７，０４１，４８６

１３，２９０，６３５，３９０

６，５７４，００６，１３７

１０１，４５３，０２５

１９０，７８０，２３１

１，６８４，５８５，４５９

８５，５８１，２４４

１７，１６６，４１０，２３７

４４１，６１４，８８０

２，２１７，４９４，１８８

３３３，０８７，６６２

４０６，４２１，７５３

２８１，０２８，１０１

７０５，４３５，２２２

２７７，１００，０９１

１，０６３，４５３，６９４

１２，４７８，７５６

５，０７９，２９２，４３４

９３２，０４３，９３２

６，５００，２９５

６２，１８８，１５９

３，８６０，５６７，９８０

１，１６６，４６４，６８９

９１７，６８７

３０，８８４，９１３

１６７，４３４，７１０

２，６７０，３９６

１７，７６１，９７３

１０１，５６８，７２２

２，２５４，３９５，７４６

６８，７６４，０５９

４６，３３７，４６３

２１，０６４，５０３

１７０，８６５，３９６

３０９，１１５，７０３

５８，９４１，８３７

予 算

２１，８４４，１５２，０００

１３，３１５，６９３，０００

６，３０２，９１１，０００

１７０，８７４，０００

７６，６６６，０００

１，８７６，７６８，０００

１０１，２４０，０００

１７，７８２，６６３，０００

４２２，３５９，０００

２，０６８，９６６，０００

３４６，０８４，０００

４１６，８５７，０００

２９９，１４１，０００

７７９，１３９，０００

２８８，９３６，０００

１，１２０，４７５，０００

１６，７８５，０００

５，０８２，９６６，０００

８７０，５９９，０００

７，１７６，０００

６３，２１１，０００

４，４２３，３３１，０００

１，２３１，０４６，０００

１４０，０００

３０，３７７，０００

１７３，９７８，０００

９，３１５，０００

２１，０４２，０００

１１０，７４０，０００

１，９５９，４０６，０００

６４，０１１，０００

５６，９１９，０００

２２，５３９，０００

１１７，６８４，０００

２８７，７７９，０００

５４，０４８，０００

科 目

人件費

教員人件費

職員人件費

役員報酬

退職金

退職給与引当金繰入額

関西大学退職年金引当

金繰入額

教育研究経費

旅費交通費

消耗品費

印刷・製本費

研究補助費

教育等補助費

奨学費

通信運搬費

光熱水費

広告費

減価償却額

修繕費

除却費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

管理経費

旅費交通費

福利厚生費

年金

消耗品費

印刷・製本費

通信運搬費

差 異

△ １，５３６，３０８

１２４，７０９

△ ２９５，５２７

△ ３，４２８，２３３

５，７９６，８５７

△ ３，３６５

△ ２４４，２２４

△ １０８，７０６，２７０

△ ３０，４０９，６２３

△ １５，１１６，６３５

４４８，３０５

△ ５，３４４，１３５

△ ６，２３４，５０５

△ ６９０，９３８

△ ５７，２４０，８９３

２，３４１，６６１

２，３４１，６６１

△ １，５３４，９６０

１４，２１８，７７３

１，５７８，９６３

△ １７，３３２，６９６

△ ２，２７５，０００

６００，０００，０００

８３６，９０５，２３２

決 算

３５，１９４，３０８

２，０９１，２９１

２６６，９９２，５２７

１８５，４８６，２３３

６０，３２５，１４３

３５，３６５

６，２１６，２２４

７４６，３３５，２７０

４２，９７３，６２３

２４，３８９，６３５

２５，６７１，６９５

５１，０２８，１３５

１６，３５５，５０５

１３，６７２，９３８

１０２，５３８，８９３

１２３，１３８，３３９

１２３，１３８，３３９

２７，３０５，９６０

６，９７３，２２７

３７

２０，３３２，６９６

２，２７５，０００

―――――

４１，５００，５６６，７６８

７，９４７，９３０，７７９
１１，３６５，８２６，４７４
１９，３１３，７５７，２５３

予 算

３３，６５８，０００

２，２１６，０００

２６６，６９７，０００

１８２，０５８，０００

６６，１２２，０００

３２，０００

５，９７２，０００

６３７，６２９，０００

１２，５６４，０００

９，２７３，０００

２６，１２０，０００

４５，６８４，０００

１０，１２１，０００

１２，９８２，０００

４５，２９８，０００

１２５，４８０，０００

１２５，４８０，０００

２５，７７１，０００

２１，１９２，０００

１，５７９，０００

３，０００，０００

０

６００，０００，０００

４２，３３７，４７２，０００

１４，８０９，０５９，０００
１１，３６５，８２６，０００
２６，１７４，８８５，０００

科 目

光熱水費

補助費

広告費

減価償却額

修繕費

除却費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

借入金等利息

借入金利息

資産処分差額

教育研究用機器備品処

分差額

その他の危機備品処分

差額

図書処分差額

徴収不能額

予備費

消費支出の部合計

当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

差 異

△ ２０２，９９３，９７６

△ １６１，４４５，６０１

△ １１，０７０，０００

△ ３，４４１，７５０

△ ３４，０２２，６２５

６，９８６，０００

△ ３５６，９７１，８３５

△ ３５６，０８６，０００

△ ９７，０００

２６０，７００

４７０，０６５

△ １，５１９，６００

△ ２００，４６９，４９４

△ １３９，５１１，２５９

△ ６０，９５８，２３５

△１，０３３，４０９，５５１

△ ６３６，３９６，９３４

△ ３９７，０１２，６１７

０

１２８，７７５，８４２

△ ３，４７２，２０７

２，１８２，９５２

１２５，９３３，３４９

△ １，５００，９８５

１２９，２０７

７６，６８１

決 算

３３，５４３，６７８，９７６

２５，０２０，８８８，６０１

２，５３７，５６０，０００

８１０，２９３，７５０

５，０４２，８５２，６２５

１３２，０８４，０００

３，０１６，９８０，８３５

２，９８５，２７６，０００

１，３１７，０００

１４，１７９，３００

７，２７２，９３５

８，９３５，６００

５７２，４６９，４９４

３８９，５１１，２５９

１８２，９５８，２３５

５，１８０，０２４，５５１

４，００５，４９４，９３４

１，１７３，１２９，６１７

１，４００，０００

１，０６３，３７６，１５８

６７，７６２，２０７

４，２７７，０４８

２０６，７８２，６５１

５，２５１，９８５

１，０７０，７９３

６７，３１９

予 算

３３，３４０，６８５，０００

２４，８５９，４４３，０００

２，５２６，４９０，０００

８０６，８５２，０００

５，００８，８３０，０００

１３９，０７０，０００

２，６６０，００９，０００

２，６２９，１９０，０００

１，２２０，０００

１４，４４０，０００

７，７４３，０００

７，４１６，０００

３７２，０００，０００

２５０，０００，０００

１２２，０００，０００

４，１４６，６１５，０００

３，３６９，０９８，０００

７７６，１１７，０００

１，４００，０００

１，１９２，１５２，０００

６４，２９０，０００

６，４６０，０００

３３２，７１６，０００

３，７５１，０００

１，２００，０００

１４４，０００

科 目

学生生徒等納付金

授業料

入学金

実験・実習料

教育充実費

施設費

手数料

入学検定料

試験料

証明手数料

大学入試センター試験実施手数料

その他の手数料

寄付金

特別寄付金

現物寄付金

補助金

国庫補助金

地方公共団体補助金

学術研究振興資金

資産運用収入

退職給与引当特定資産

運用収入

関西大学退職年金引当

特定資産運用収入

減価償却引当特定資産

運用収入

キャンパス整備資金引

当特定資産運用収入

情報基盤等整備資金引

当特定資産運用収入

理工系学部整備充実資金

引当特定資産運用収入

差 異

６７，８７９

４，０３０，５６６

２６，２１０，４０１

△ ６３，１２８

９５６，７１５

３９７，２６１

△ １５，２１９，９９４

８，５６５，０４６

△ １９，５１７，９０１

△ １０，７４１，５３４

△ ９，８４２，０３５

△ ９００，０００

５０１

△ １０３，００３，７５６

２２，８１５，４６４

５６０，５６０

△ １２６，３７９，７８０

△ １０４，９２４，０６５

△ ９１，９２４，０４６

△ １３，０００，０１９

△１，８８３，７３８，３６９

△４，１４０，４８４，６２０

△６，０２４，２２２，９８９

決 算

６０７，１２１

２３，０１９，４３４

４８０，５５１，５９９

１４７，１２８

１，４４３，２８５

２，６０２，７３９

１５，２１９，９９４

１０７，００５，９５４

１４７，５６６，９０１

１０１，４６６，５３４

９９，８５７，０３５

１，５９９，０００

１０，４９９

８５８，５０８，７５６

４３５，７１８，５３６

８，２３１，４４０

４１４，５５８，７８０

４，４５８，９７７，０６５

１，３３９，５６０，０４６

３，１１９，４１７，０１９

４８，７９５，４８２，３６９

△１５，２４２，８４６，３８０

３３，５５２，６３５，９８９

予 算

６７５，０００

２７，０５０，０００

５０６，７６２，０００

８４，０００

２，４００，０００

３，０００，０００

０

１１５，５７１，０００

１２８，０４９，０００

９０，７２５，０００

９０，０１５，０００

６９９，０００

１１，０００

７５５，５０５，０００

４５８，５３４，０００

８，７９２，０００

２８８，１７９，０００

４，３５４，０５３，０００

１，２４７，６３６，０００

３，１０６，４１７，０００

４６，９１１，７４４，０００

△１９，３８３，３３１，０００

２７，５２８，４１３，０００

科 目

高中施設整備資金引当

特定資産運用収入

高槻新キャンパス整備資

金引当特定資産運用収入

第３号基本金引当特定

資産運用収入

総合情報学部Ｅ棟／教室棟借

入返済資金特定預金運用収入

危機対応資金引当特定

預金運用収入

ＩＴ化推進引当特定資

産運用収入

２０１０プロジェクト引当

特定預金運用収入

受取利息・配当金

施設設備利用料

資産売却差額

土地売却差額

有価証券売却差額

その他の固定資産売却差額

事業収入

補助活動収入

附属事業収入

受託事業収入

雑収入

私学退職金財団交付金

雑収入

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで （単位 円）

消費収入の部

差 異

△ ２０２，９９３，９７６
△ １６１，４４５，６０１
△ １１，０７０，０００
△ ３，４４１，７５０
△ ３４，０２２，６２５

６，９８６，０００

△ ３５６，９７１，８３５
△ ３５６，０８６，０００
△ ９７，０００

２６０，７００
４７０，０６５

△ １，５１９，６００

△ １３９，５１１，２５９
△ １３９，５１１，２５９

△１，０３３，４０９，５５１
△ ６３６，３９６，９３４
△ ３９７，０１２，６１７

０

１２８，７７５，８４２
△ ３，４７２，２０７

２，１８２，９５２

１２５，９３３，３４９

△ １，５００，９８５

１２９，２０７

７６，６８１

６７，８７９

４，０３０，５６６

２６，２１０，４０１

△ ６３，１２８

９５６，７１５

３９７，２６１

△ １５，２１９，９９４

８，５６５，０４６
△ １９，５１７，９０１

△ ４１０，７１９，５００
△ ９，８２０，０００
△ ４００，９００，０００

５００

決 算

３３，５４３，６７８，９７６
２５，０２０，８８８，６０１
２，５３７，５６０，０００
８１０，２９３，７５０

５，０４２，８５２，６２５
１３２，０８４，０００

３，０１６，９８０，８３５
２，９８５，２７６，０００
１，３１７，０００
１４，１７９，３００
７，２７２，９３５

８，９３５，６００

３８９，５１１，２５９
３８９，５１１，２５９

５，１８０，０２４，５５１
４，００５，４９４，９３４
１，１７３，１２９，６１７
１，４００，０００

１，０６３，３７６，１５８
６７，７６２，２０７

４，２７７，０４８

２０６，７８２，６５１

５，２５１，９８５

１，０７０，７９３

６７，３１９

６０７，１２１

２３，０１９，４３４

４８０，５５１，５９９

１４７，１２８

１，４４３，２８５

２，６０２，７３９

１５，２１９，９９４

１０７，００５，９５４
１４７，５６６，９０１

１，１２２，１９５，５００
１２１，２８５，０００

１，０００，９００，０００
１０，５００

予 算

３３，３４０，６８５，０００
２４，８５９，４４３，０００
２，５２６，４９０，０００
８０６，８５２，０００

５，００８，８３０，０００
１３９，０７０，０００

２，６６０，００９，０００
２，６２９，１９０，０００
１，２２０，０００
１４，４４０，０００
７，７４３，０００

７，４１６，０００

２５０，０００，０００
２５０，０００，０００

４，１４６，６１５，０００
３，３６９，０９８，０００
７７６，１１７，０００
１，４００，０００

１，１９２，１５２，０００
６４，２９０，０００

６，４６０，０００

３３２，７１６，０００

３，７５１，０００

１，２００，０００

１４４，０００

６７５，０００

２７，０５０，０００

５０６，７６２，０００

８４，０００

２，４００，０００

３，０００，０００

０

１１５，５７１，０００
１２８，０４９，０００

７１１，４７６，０００
１１１，４６５，０００
６００，０００，０００

１１，０００

科 目

学生生徒等納付金収入
授業料収入
入学金収入
実験・実習料収入
教育充実費収入
施設費収入

手数料収入
入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験
実施手数料収入
その他の手数料収入

寄付金収入
特別寄付金収入

補助金収入
国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入
学術研究振興資金収入

資産運用収入
退職給与引当特定資産
運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産
運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
理工系学部整備充実資金
引当特定資産運用収入
高中施設整備資金引当
特定資産運用収入
高槻新キャンパス整備資
金引当特定資産運用収入
第３号基本金引当特定
資産運用収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借
入返済資金特定預金運用収入
危機対応資金引当特定
預金運用収入
ＩＴ化推進引当特定資
産運用収入
２０１０プロジェクト引当
特定預金運用収入
受取利息・配当金収入
施設設備利用料収入

資産売却収入
土地売却収入
有価証券売却収入
その他の固定資産売却収入

平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで （単位 円）

収入の部
差 異

△ １０３，００３，７５６
２２，８１５，４６４
５６０，５６０

△ １２６，３７９，７８０

△ １０４，４５８，１８３
△ ９１，９２４，０４６
△ １２，５３４，１３７

０
０

２２９，８７５，３７７
６８，８０８，０００
１５１，２００，０００
３，２３４，０００
１７，６４４，０００

△ １１，０１０，６２３

△８，２８２，２２３，２０３
△ ９９２，４９９，２０２

△ ５１，２０２，０７１

△６，７６７，５８９，６０４

０

１１０，０００，０００

０

３０１

△ ４００，０００，０００

０

１９８

△ １９，０１３，１３７
３，００８，４７６

△ １５，８４４，４７９
△ １４９，０８４，０６７

３８２

１，４２４，５５２，８３９
１，４２２，０９９，９９２
２，４５２，８４７

２８４

△８，８５０，０８６，９２１

決 算

８５８，５０８，７５６
４３５，７１８，５３６
８，２３１，４４０
４１４，５５８，７８０

１，７０８，２３５，１８３
１，３３９，５６０，０４６
３６８，６７５，１３７

２，０００，０００，０００
２，０００，０００，０００

６，０９５，２８９，６２３
２，８１８，３３１，０００
２，４７１，１９０，０００
１０５，４８１，０００
６００，２７７，０００
１００，０１０，６２３

１９，４３８，３６５，２０３
９９２，４９９，２０２

７４，７０５，０７１

１０，２６７，５８９，６０４

１，０５１，０００，０００

１９０，０００，０００

２，５００，０００，０００

８３，８２１，６９９

４００，０００，０００

１，０００，０００，０００

４１，４２５，８０２

５９３，３５０，１３７
１，６４３，１４５，５２４
７１，３５７，４７９
５２７，５００，０６７
１，９７０，６１８

△８，２５５，０６７，８３９
△２，２３２，３４８，９９２
△６，０２２，７１８，８４７

１９，９７７，００４，７１６

８６，１３８，１０２，９２１

予 算

７５５，５０５，０００
４５８，５３４，０００
８，７９２，０００

２８８，１７９，０００

１，６０３，７７７，０００
１，２４７，６３６，０００
３５６，１４１，０００

２，０００，０００，０００
２，０００，０００，０００

６，３２５，１６５，０００
２，８８７，１３９，０００
２，６２２，３９０，０００
１０８，７１５，０００
６１７，９２１，０００
８９，０００，０００

１１，１５６，１４２，０００
０

２３，５０３，０００

３，５００，０００，０００

１，０５１，０００，０００

３００，０００，０００

２，５００，０００，０００

８３，８２２，０００

０

１，０００，０００，０００

４１，４２６，０００

５７４，３３７，０００
１，６４６，１５４，０００
５５，５１３，０００
３７８，４１６，０００
１，９７１，０００

△６，８３０，５１５，０００
△ ８１０，２４９，０００
△６，０２０，２６６，０００

１９，９７７，００５，０００

７７，２８８，０１６，０００

科 目

事業収入

補助活動収入
附属事業収入
受託事業収入

雑収入

私学退職金財団交付金収入
雑収入

借入金等収入

長期借入金収入

前受金収入

授業料前受金収入
入学金前受金収入
実験・実習料前受金収入
教育充実費前受金収入
その他の前受金収入

その他の収入

退職給与引当特定資産
からの繰入収入
関西大学退職年金引当特
定資産からの繰入収入
減価償却引当特定資産
からの繰入収入
キャンパス整備資金引当
特定資産からの繰入収入
情報基盤等整備資金引当
特定資産からの繰入収入
高槻新キャンパス整備資金引
当特定資産からの繰入収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入返
済資金特定預金からの繰入収入
危機対応資金引当特定
預金からの繰入収入
ＩＴ化推進引当特定資
産からの繰入収入
修学旅行費等預り資産
からの繰入収入
貸付金回収収入
前期末未収入金収入
修学旅行費等預り金収入
その他の預り金収入
その他の収入

資金収入調整勘定

期末未収入金
前期末前受金

前年度繰越支払資金

収入の部合計

支出の部
差 異

△ ４２１，１８７，５１５

２５，０５７，６１０

△ ２７１，０９５，１３７

６９，４２０，９７５

△ １９３，３６８，８９２

△ ５１，２０２，０７１

６２６，２４７，６６２

△ １９，２５５，８８０

△ １３４，８５９，７２３

１２，９９６，３３８

１０，４３５，２４７

１８，１１２，８９９

７３，７０３，７７８

１１，８３５，９０９

５７，０２１，３０６

４，３０６，２４４

△ ６１，４４４，９３２

６７５，７０５

１，０２２，８４１

５６２，７６３，０２０

６４，５８１，３１１

△ ７７７，６８７

△ ５０７，９１３

６，５４３，２９０

６，６４４，６０４

３，２８０，０２７

９，１７１，２７８

△ ２８９，３６３，２３０

△ ４，７５３，０５９

１０，５８１，５３７

１，４７４，４９７

△ ５３，１８１，３９６

△ ２１，３３６，７０３

△ ２，３８３，６８０

△ １，５３６，３０８

１２４，７０９

△ ２９５，５２７

５，７９６，８５７

△ ３，３６５

△ ２４４，２２４

△ １０８，７０６，２７０

△ ３０，４０９，６２３

△ １５，０６１，６３５

４４８，３０５

△ ５，３４４，１３５

△ ６，２３４，５０５

△ ６９０，９３８

△ ５７，６０７，７６７

決 算

２２，１０８，６６４，５１５

１３，２９０，６３５，３９０

６，５７４，００６，１３７

１０１，４５３，０２５

２，０６７，８６４，８９２

７４，７０５，０７１

１２，０６３，４４９，３３８

４４１，６１４，８８０

２，１９３，８２５，７２３

３３３，０８７，６６２

４０６，４２１，７５３

２８１，０２８，１０１

７０５，４３５，２２２

２７７，１００，０９１

１，０６３，４５３，６９４

１２，４７８，７５６

９３２，０４３，９３２

６，５００，２９５

６２，１８８，１５９

３，８６０，５６７，９８０

１，１６６，４６４，６８９

９１７，６８７

３０，８８４，９１３

１６７，４３４，７１０

２，６７０，３９６

１７，７６１，９７３

１０１，５６８，７２２

２，０６６，７１１，２３０

６８，７６４，０５９

４６，３３７，４６３

２１，０６４，５０３

１７０，８６５，３９６

３０９，１１５，７０３

５６，４３１，６８０

３５，１９４，３０８

２，０９１，２９１

２６６，９９２，５２７

６０，３２５，１４３

３５，３６５

６，２１６，２２４

７４６，３３５，２７０

４２，９７３，６２３

２４，３３４，６３５

２５，６７１，６９５

５１，０２８，１３５

１６，３５５，５０５

１３，６７２，９３８

１０２，９０５，７６７

予 算

２１，６８７，４７７，０００

１３，３１５，６９３，０００

６，３０２，９１１，０００

１７０，８７４，０００

１，８７４，４９６，０００

２３，５０３，０００

１２，６８９，６９７，０００

４２２，３５９，０００

２，０５８，９６６，０００

３４６，０８４，０００

４１６，８５７，０００

２９９，１４１，０００

７７９，１３９，０００

２８８，９３６，０００

１，１２０，４７５，０００

１６，７８５，０００

８７０，５９９，０００

７，１７６，０００

６３，２１１，０００

４，４２３，３３１，０００

１，２３１，０４６，０００

１４０，０００

３０，３７７，０００

１７３，９７８，０００

９，３１５，０００

２１，０４２，０００

１１０，７４０，０００

１，７７７，３４８，０００

６４，０１１，０００

５６，９１９，０００

２２，５３９，０００

１１７，６８４，０００

２８７，７７９，０００

５４，０４８，０００

３３，６５８，０００

２，２１６，０００

２６６，６９７，０００

６６，１２２，０００

３２，０００

５，９７２，０００

６３７，６２９，０００

１２，５６４，０００

９，２７３，０００

２６，１２０，０００

４５，６８４，０００

１０，１２１，０００

１２，９８２，０００

４５，２９８，０００

科 目

人件費支出

教員人件費支出

職員人件費支出

役員報酬支出

退職金支出

退職年金支出

教育研究費支出

旅費交通費支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

研究補助費支出

教育等補助費支出

奨学費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

管理経費支出

旅費交通費支出

福利厚生費支出

年金支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

補助費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

差 異

２，３４１，６６１
２，３４１，６６１

０
０

３，５４８，９３８，３５３
１８４，４４９，６８７
１４，４６９，０５０

△ １２，０３０，０００
３，３６２，８７０，１１６

△ ２２０，５００
△ ６００，０００

３３７，３９１，００７
４１０，３３１，４５８

△ ６３，６２２，７０５
△ ９，３１７，７４６

△１３，４１２，５３５，８９０
７８，９３８，０００

１５，６５８，７５６

０

０

０

０

△ １０，３７５，１６７

０

△１４，０８０，９１３，０００

△ １５，８４４，４７９

６００，０００，０００

１２６，３２４，４７３
１４３，６８２，４７２

△ ５４４，１７５
１９８

７０，１３２
△ １４，５４８，７２８
△ ２，３３５，４２６

６００，０００，０００

８３７，２７９，７７９
８３７，２７９，４５７

３２２

△ ８０５，５２３，２２１

△８，８５０，０８６，９２１

決 算

１２３，１３８，３３９
１２３，１３８，３３９

７４１，２６０，０００
７４１，２６０，０００

１１，６０７，４９６，６４７
４，２７３，２３０，３１３
３，２８８，１８１，９５０
１，００３，７７０，０００
３，０３７，５９３，８８４
４，１２０，５００
６００，０００

２，１６１，３８５，９９３
１，７７８，１７８，５４２
１４６，４０１，７０５
２３６，８０５，７４６

２２，２８０，４１０，８９０
０

８５，５８１，２４４

４００，０００，０００

３０，０００，０００

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

１，０６２，５５９，１６７

５００，０００，０００

１７，５８０，９１３，０００

７１，３５７，４７９

０

２，８９８，８５７，５２７
６９３，６３７，５２８
１，５２０，８７８，１７５
４１，４２５，８０２
４６４，９７７，８６８
１７５，６０２，７２８
２，３３５，４２６

―――――

△２，０４０，９４９，７７９
△１，８６９，３０７，４５７
△ １７１，６４２，３２２

１２，１２７，６７８，２２１

８６，１３８，１０２，９２１

予 算

１２５，４８０，０００
１２５，４８０，０００

７４１，２６０，０００
７４１，２６０，０００

１５，１５６，４３５，０００
４，４５７，６８０，０００
３，３０２，６５１，０００
９９１，７４０，０００

６，４００，４６４，０００
３，９００，０００

０

２，４９８，７７７，０００
２，１８８，５１０，０００
８２，７７９，０００
２２７，４８８，０００

８，８６７，８７５，０００
７８，９３８，０００

１０１，２４０，０００

４００，０００，０００

３０，０００，０００

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

１，０５２，１８４，０００

５００，０００，０００

３，５００，０００，０００

５５，５１３，０００

６００，０００，０００

３，０２５，１８２，０００
８３７，３２０，０００

１，５２０，３３４，０００
４１，４２６，０００
４６５，０４８，０００
１６１，０５４，０００

０

６００，０００，０００

△１，２０３，６７０，０００
△１，０３２，０２８，０００
△ １７１，６４２，０００

１１，３２２，１５５，０００

７７，２８８，０１６，０００

科 目

借入金等利息支出
借入金利息支出

借入金等返済支出
借入金返済支出

施設関係支出
土地支出
建物支出
構築物支出
建設仮勘定支出
施設利用権支出
敷金・保証金支出

設備関係支出
教育研究用機器備品支出
その他の機器備品支出
図書支出

資産運用支出
退職給与引当特定資産
への繰入支出
関西大学退職年金引当
特定資産への繰入支出
キャンパス整備資金引当
特定資産への繰入支出
理工系学部整備充実資金引
当特定資産への繰入支出
高中施設整備資金引当
特定資産への繰入支出
高槻新キャンパス整備資金
引当特定資産への繰入支出
第３号基本金引当特定
資産への繰入支出
ＩＴ化推進引当特定資
産への繰入支出
２０１０プロジェクト引当
特定預金への繰入支出
修学旅行費等預り資産
への繰入支出
有価証券購入支出

その他の支出
貸付金支払支出
前期末未払金支払支出
修学旅行費等預り金支払支出
その他の預り金支払支出
前払金支払支出
貯蔵品購入支出

予備費

資金支出調整勘定
期末未払金
前期末前払金

次年度繰越支払資金

支出の部合計

平成２１年３月３１日 （単位 円）

資産の部

負債の部

増 減

１５，０３７，３１６，８０１
１１，０２５，８５９，２６８
６，２５２，１７５，１０１
１，５２４，７６３，７７０
２２２，１０６，３９９
１７８，９７５，４２０
１１３，３８５，３０２
２１９，３００，７１７

△ ８０１，３２５
２，５１５，９５３，８８４

４，０１１，４５７，５３３
３３１，５００

△ ２８，０１９，８６１
６００，０００

△ ２，２９９，２５０，０００
１００，３６６，６９１

△ ７６９，５８９，３２６
１０，８７６，１７３

△ １０，０８０，９１３，０００
△ ６５１，０００，０００
△ １９０，０００，０００

３０，０００，０００
５０，０００，０００

０
１，２４０，９６４，０５５

△ ８３，８２１，６９９
△ ４００，０００，０００
△ ５００，０００，０００

１７，５８０，９１３，０００

△ ５，９２９，３７８，３８９
△ ７，８４９，３２６，４９５

５８８，３０７，３７２
△ ２２９，７３１

０
１，２９９，９４９，０００
３，９６０，４０６
２９，９３１，６７７

△ １，９７０，６１８

９，１０７，９３８，４１２

前年度末

１６１，５５４，５３８，６４５
８８，２５１，９８６，０７８
９，１２２，２５１，６８７
５０，００８，６００，７６４
７，９２６，３２９，５８０
８，１７２，３５１，８０２
４００，３５６，５４１

１１，９０５，４４７，７６７
１，５０７，９３７

７１５，１４０，０００

７３，３０２，５５２，５６７
１８，４９５，５６１
１７４，１３９，８８１
５１，３７３，０００

４，２４８，８６２，６０１
４，３６９，８５７，１８４
６，９８５，６０１，０７６
８１７，５８４，８５４

２８，０００，０００，０００
１，０５１，０００，０００
４００，０００，０００
２２，０００，０００
２００，０００，０００

７，５００，０００，０００
１７，５７９，８１６，７１１
８３，８２１，６９９
８００，０００，０００

１，０００，０００，０００
０

２２，８４２，７３２，８５５
１９，９７７，００４，７１６
１，６４７，４９３，２４０
２，５６５，１５７
７３０，０００

９９９，３０１，０００
１７１，６４２，３２２
４１，４２５，８０２
２，５７０，６１８

１８４，３９７，２７１，５００

本年度末

１７６，５９１，８５５，４４６
９９，２７７，８４５，３４６
１５，３７４，４２６，７８８
５１，５３３，３６４，５３４
８，１４８，４３５，９７９
８，３５１，３２７，２２２
５１３，７４１，８４３

１２，１２４，７４８，４８４
７０６，６１２

３，２３１，０９３，８８４

７７，３１４，０１０，１００
１８，８２７，０６１
１４６，１２０，０２０
５１，９７３，０００

１，９４９，６１２，６０１
４，４７０，２２３，８７５
６，２１６，０１１，７５０
８２８，４６１，０２７

１７，９１９，０８７，０００
４００，０００，０００
２１０，０００，０００
５２，０００，０００
２５０，０００，０００

７，５００，０００，０００
１８，８２０，７８０，７６６

０
４００，０００，０００
５００，０００，０００

１７，５８０，９１３，０００

１６，９１３，３５４，４６６
１２，１２７，６７８，２２１
２，２３５，８００，６１２
２，３３５，４２６
７３０，０００

２，２９９，２５０，０００
１７５，６０２，７２８
７１，３５７，４７９
６００，０００

１９３，５０５，２０９，９１２

科 目

固定資産
有形固定資産
土地
建物
構築物
教育研究用機器備品
その他の機器備品
図書
車輌
建設仮勘定

その他の固定資産
電話加入権
施設利用権
敷金・保証金
有価証券
長期貸付金
退職給与引当特定資産
関西大学退職年金引当特定資産
減価償却引当特定資産
キャンパス整備資金引当特定資産
情報基盤等整備資金引当特定資産
理工系学部整備充実資金引当特定資産
高中施設整備資金引当特定資産
高槻新キャンパス整備資金引当特定資産
第３号基本金引当特定資産
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入返済資金特定預金
危機対応資金引当特定預金
ＩＴ化推進引当特定資産
２０１０プロジェクト引当特定預金

流動資産
現金・預金
未収入金
貯蔵品
短期貸付金
有価証券
前払金
修学旅行費等預り資産
その他の流動資産

資産の部合計

増 減

１，１８３，０２６，８４７
１，１４１，７４０，０００
３０，４１０，６７４
１０，８７６，１７３

６２９，９９５，９６４
１１７，０００，０００
３４７，９７１，３１２
７２，５７０，７７６
２９，９３１，６７７
６２，５２２，１９９

１，８１３，０２２，８１１

前年度末

１２，１４４，３４５，９３０
４，３４１，１６０，０００
６，９８５，６０１，０７６
８１７，５８４，８５４

８，７９９，１６８，８８１
７４１，２６０，０００

１，５２３，８０５，６１６
６，０２７，００１，６５７
４１，４２５，８０２
４６５，６７５，８０６

２０，９４３，５１４，８１１

本年度末

１３，３２７，３７２，７７７
５，４８２，９００，０００
７，０１６，０１１，７５０
８２８，４６１，０２７

９，４２９，１６４，８４５
８５８，２６０，０００

１，８７１，７７６，９２８
６，０９９，５７２，４３３
７１，３５７，４７９
５２８，１９８，００５

２２，７５６，５３７，６２２

科 目

固定負債
長期借入金
退職給与引当金
関西大学退職年金引当金

流動負債
短期借入金
未払金
前受金
修学旅行費等預り金
その他の預り金

負債の部合計

基本金の部
増 減

１４，７１２，８８２，３２５
△ ７９１，０００，０００

１，２４０，９６４，０５５
８０，０００，０００

１５，２４２，８４６，３８０

前年度末

１４５，５３５，７６６，４５２
９，１５１，０００，０００
１７，５７９，８１６，７１１
２，５５３，０００，０００

１７４，８１９，５８３，１６３

本年度末

１６０，２４８，６４８，７７７
８，３６０，０００，０００
１８，８２０，７８０，７６６
２，６３３，０００，０００

１９０，０６２，４２９，５４３

科 目

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

基本金の部合計

増 減

△ ７，９４７，９３０，７７９

△ ７，９４７，９３０，７７９

増 減

９，１０７，９３８，４１２

前年度末

△ １１，３６５，８２６，４７４

△ １１，３６５，８２６，４７４

前年度末

１８４，３９７，２７１，５００

本年度末

△ １９，３１３，７５７，２５３

△ １９，３１３，７５７，２５３

本年度末

１９３，５０５，２０９，９１２

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

消費収支差額の部合計

科 目

負債の部・基本金の部及び消費収支差額の部合計

消費収支差額の部

負債の部
金 額
２２２，９０９，８７６
２２２，９０９，８７６
３４，７５６，７４９
３，８２７，７６２
３０，９２８，９８７
２５７，６６６，６２５

基本金の部
金 額

４，０３４，３８４，０７１
１７８，４０４，８８８

４，２１２，７８８，９５９
消費収支差額の部

金 額
△１，２６５，０３５，８４８
△１，２６５，０３５，８４８
金 額

３，２０５，４１９，７３６

科 目
固定負債
退職給与引当金
流動負債
未払金
預り金
負債の部合計

科 目
第１号基本金
第３号基本金
基本金の部合計

科 目
翌年度繰越消費支出超過額
消費収支差額の部合計

科 目
負債の部、基本金の部及
び消費収支差額の部合計

資資金金収収支支計計算算書書
３

収
支
計
算
書

「「
財財
産産
目目
録録
」」
はは

本本
学学
ウウ
ェェ
ブブ
ササ
イイ
トト
でで

消消費費収収支支計計算算書書

貸貸 借借 対対 照照 表表
（６）平成２１年（２００９年）７月１０日第 ３６４ 号（７）



４４

その他�
（12.3％）�
190,686円�

一人当たり支出計�

1,802,944円�

人件費�
（38.7％）�
697,739円�

教育研究�
経　　費�
（30.3％）�
546,292円�

管理経費�
（3.9％）�
70,315円�

その他�
（0.3％）�
5,409円�

基本金�
組入額�
（26.8％）�
483,189円�

一人当たり収入計�

1,550,292円�

学生生徒等�
納　付　金�
（68.8％）�
1,066,601円�

手数料�
（6.2％）�
96,118円�

補助金�
（10.6％）�
164,331円�

資産運用�
収　　入�
（2.1％）�
32,556円�

収支差額�
△252,652円�

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
20
年
度
決
算
に
つ
い
て�

関
西
大
学
２
０
１
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進�

「
資
金
収
支
計
算
書
」、「
消
費
収
支
計
算
書
」、「
貸

借
対
照
表
」
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

平
成
２０
年
度
資
金
収
支
決
算

は
、
前
掲
の
「
資
金
収
支
計
算

書
」
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ

を
総
括
し
た
も
の
が
�
表
１
�

で
す
。

資
金
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
収
入
、
手
数
料
収
入
、

補
助
金
収
入
な
ど
の
法
人
に
帰

属
す
る
収
入
の
ほ
か
、
前
受
金

収
入
な
ど
も
含
め
、
６
６
１
億

６
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。資

金
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経

費
、
施
設
設
備
費
の
ほ
か
、
借

入
金
返
済
な
ど
の
支
出
を
含

め
、
７
４
０
億
１
０
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

収
支
差
引
き
７８
億
４
９
０
０
万

円
の
資
金
不
足
と
な
り
、
こ
れ

を
前
年
度
繰
越
支
払
資
金
１
９

９
億
７
７
０
０
万
円
か
ら
補
填

し
た
結
果
、
次
年
度
繰
越
支
払

資
金
は
、
１
２
１
億
２
８
０
０

万
円
に
減
少
し
ま
し
た
。

次
に
、
主
な
科
目
に
つ
い
て

説
明
い
た
し
ま
す
。

ア

資
金
収
入

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
は

３
３
５
億
４
４
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
授
業
料
、
入
学

金
、
実
験
・
実
習
料
、
教
育
充

実
費
な
ど
が
主
な
収
入
で
す
。

手
数
料
収
入
は
３０
億
１
７
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
入
学

検
定
料
が
主
な
収
入
で
す
。

寄
付
金
収
入
は
３
億
９
０
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
助
金
収
入
は
５１
億
８
０
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

イ

資
金
支
出

人
件
費
支
出
は
２
２
１
億
９

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
人

件
費
支
出
の
主
な
も
の
は
、
教

員
人
件
費
、
職
員
人
件
費
、
役

員
報
酬
、
退
職
金
な
ど
で
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
１
２

０
億
６
３
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
各
設
置
学
校
の
教
育
研

究
諸
活
動
に
必
要
な
消
耗
品

費
、
研
究
・
教
育
等
補
助
費
、

奨
学
費
、
光
熱
水
費
、
業
務
委

託
費
、
賃
借
料
な
ど
が
主
な
支

出
で
す
。

管
理
経
費
支
出
は
２０
億
６
７

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
学

生
募
集
経
費
、
各
設
置
学
校
全

般
管
理
に
係
る
経
費
、
法
人
の

運
営
に
必
要
な
諸
経
費
で
す
。

施
設
関
係
支
出
は
１
１
６
億

７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
明
細
は
、「
２

事
業

の
概
要

（
４
）

教
育
研
究

環
境
の
整
備
充
実
関
係
」
に
記

載
し
た
と
お
り
で
す
。

設
備
関
係
支
出
は
２１
億
６
１

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
教

育
研
究
用
機
器
備
品
や
図
書
な

ど
の
購
入
費
で
す
。

平
成
２０
年
度
消
費
収
支
決
算

は
、
前
掲
の
「
消
費
収
支
計
算

書
」
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ

を
総
括
し
た
も
の
が
�
表
２
�

で
す
。

帰
属
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
手
数
料
、
補
助
金
な

ど
の
法
人
に
帰
属
す
る
負
債
と

な
ら
な
い
収
入
で
、
４
８
７
億

９
６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
基
本
金
組
入
額

は
、
１
５
２
億
４
３
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
帰
属
収

入
か
ら
基
本
金
組
入
額
を
控
除

し
た
消
費
支
出
に
充
当
す
る
こ

と
が
で
き
る
消
費
収
入
は
、
３

３
５
億
５
３
０
０
万
円
で
、
予

算
に
対
し
６０
億
２
４
０
０
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
消
費
支
出
は
、
教
職

員
の
人
件
費
、
教
育
研
究
活
動

お
よ
び
法
人
の
運
営
に
必
要
な

諸
経
費
で
、
４
１
５
億
１
０
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
平

成
２０
年
度
決
算
に
お
け
る
消
費

収
支
の
均
衡
状
況
は
、
７９
億
４

８
０
０
万
円
の
消
費
支
出
超
過

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

翌
年
度
繰
越
消
費
収
支
差
額

は
、
前
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
が
１
１
３
億
６
６
０
０
万

円
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
１
９

３
億
１
４
０
０
万
円
を
翌
年
度

繰
越
消
費
支
出
超
過
額
と
し
て

計
上
す
る
こ
と
が
確
定
し
ま
し

た
。次

に
、
消
費
収
支
固
有
の
主

な
科
目
に
つ
い
て
若
干
説
明
し

ま
す
。

帰
属
収
入
の
寄
付
金
に
は
、

資
金
収
入
の
寄
付
金
の
ほ
か
に

現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
資
産
売
却
差
額
は
、
債
券

等
の
売
却
益
で
す
。

基
本
金
組
入
額
に
つ
い
て
説

明
い
た
し
ま
す
と
、
学
校
法
人

が
教
育
研
究
活
動
を
行
う
た
め

に
は
、
校
地
、
校
舎
、
機
器
備

品
、
図
書
、
現
金
・
預
金
な
ど

の
資
産
を
持
ち
、
こ
れ
を
「
維

持
す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
会
計
で
は
、
こ
れ
ら
学
校

法
人
の
諸
活
動
に
必
要
な
資
産

を
取
得
す
る
た
め
に
、「
帰
属
収

入
か
ら
充
て
た
金
額
」
を
も
っ

て
、「
維
持
す
べ
き
金
額
」
と

し
、こ
れ
が「
基
本
金
組
入
額
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

消
費
支
出
の
人
件
費
の
退
職

金
に
は
、
退
職
給
与
引
当
金
繰

入
額
や
関
西
大
学
退
職
年
金
引

当
金
繰
入
額
が
計
上
さ
れ
、
教

育
研
究
経
費
お
よ
び
管
理
経
費

に
は
、「
資
金
支
出
」
の
ほ
か
に

減
価
償
却
額
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
資
産
処
分
差
額
は
、
機

器
備
品
、
図
書
な
ど
の
廃
棄
に

伴
う
除
却
損
で
す
。

（帰属収入）（消費支出＋基本金組入額）

平
成
２０
年
度
末
（
平
成
２１
年

３
月
３１
日
）
現
在
の
資
産
、
負

債
、基
本
金
、消
費
収
支
差
額
の

財
政
状
態
を
示
し
て
い
ま
す
。

私
立
学
校
振
興
助
成
法
第
１４

条
第
３
項
に
基
づ
く
監
査
法
人

の
監
査
報
告
書
は
「
監
査
法
人

ト
ー
マ
ツ
」
に
よ
る
「
独
立
監

査
人
の
監
査
報
告
書
」
の
と
お

り
で
す
。
ま
た
、
私
立
学
校
法

第
３７
条
第
３
項
第
３
号
に
基
づ

く
監
事
の
監
査
報
告
書
は
「
監

事
監
査
報
告
書
」
の
と
お
り
で

す
。

�表１� （単位 百万円）

差 異

０

△８，８５０

△８，０４４

△８０６

△８０６

�表２� （単位 百万円）

差 異

△１，８８４
△４，１４０

△６，０２４
８３７

△６，８６１

０

△６，８６１

平成２０年度決算

１９，９７７

６６，１６１

７４，０１０

△７，８４９

１２，１２８

平成２０年度決算

４８，７９６
△１５，２４３

３３，５５３
４１，５０１

△７，９４８

△１１，３６６

△１９，３１４

平成２０年度予算

１９，９７７

５７，３１１

６５，９６６

△８，６５５

１１，３２２

平成２０年度予算

４６，９１２
△１９，３８３

２７，５２９
４２，３３８

△１４，８０９

△１１，３６６

△２６，１７５

科目／予決算

前年度繰越支払資金

資 金 収 入

資 金 支 出

収 支 過 不 足

次年度繰越支払資金

科目／予決算

Ａ 帰 属 収 入
Ｂ 基 本 金 組 入 額

Ｃ 消費収入（Ａ＋Ｂ）
Ｄ 消 費 支 出

当年度消費収支差額
（Ｃ―Ｄ）

前年度繰越消費収支差額

翌年度繰越消費収支差額

当

年

度

平成２０年度 消費収支決算における「学生生徒等一人当たりの支出とこれを賄う収入」

（注）１（消費支出＋基本金組入額）および帰属収入の決算額を、科目ごとにそれぞれ学生数３１，４５８人（大学院・
学部・高校・中学・幼稚園の学費納入者合計）で除して、学生生徒等一人当たりの平均値を示したもので
す。

２「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返済、
または、将来取得のための積立金などの主として資本的支出に充てる額です。

資
金
収
入
は
６
６
１
億
円

人
件
費
支
出
は
２
２
１
億
円

収
支
決
算
の
概
要

１

資
金
収
支
決
算

資金収支決算総括表

消費収支決算総括表

３

貸
借
対
照
表

２

消
費
収
支
決
算

４

監
査
報
告
書

（８）平成２１年（２００９年）７月１０日第 ３６４ 号
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�野なつこ（２００８年度相談スタッフ）

新刊の新刊の�新刊の�

昨年、私はスタッフとして虫取りツア
ーに参加しました。籠と網を片手に、引
率の先生の解説を聞きながら、たくさん
の子供達と大学内を巡る人気プログラム
です。
参加する子供達に防虫対策をとって、

いざ出発。毎日通っている大学内の道で
も、目を凝らすとあちらこちらに蝉がと
まって鳴いています。最初はなかなか捕
まえられませんでしたが、ツアーの回を
重ねるごとに腕を上げ、蝉取り職人と化
して全長３�の大捕虫網を使いこなし、
蝉を子供に配り歩きました。
蝉を大事に籠に入れたり、トンボを全

力で追いかけたりと子供達が目を輝かせ
ているのを見て、自
分の子供時代を思い
出しました。
ツアーに参加した

子供達にとっても、
よき夏の思い出にな
ってくれると嬉しい
です。（大学院文学研
究科Ｍ２）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
秋
学
期
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
講
座
を
開
講

す
る
予
定
で
す
。

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
（
自
己
表

現
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
に
お

い
て
は
、
相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
中
で
自
分
と

相
手
の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

相
手
を
理
解
し
、
自
分
の
気
持

ち
や
考
え
を
し
っ
か
り
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
方
法
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
す
。

日
時

９
月
２５
日
（
金
）
か
ら

毎
週
金
曜
日
１８
時
１０
分
〜
１９

時
４０
分
（
全
５
回
）

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
直

訳
す
る
と
�
促
進
す
る
�
と
い

う
意
味
で
す
が
、
こ
の
講
座
で

は
話
し
合
い
を
リ
ー
ド
し
て
進

め
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
み
ん

な
の
話
を
し
っ
か
り
聴
い
た

り
、
場
の
雰
囲
気
を
和
ま
せ
た

り
、
と
い
う
自
分
に
合
っ
た
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

１０
月
８
日
（
木
）
か
ら

毎
週
木
曜
日
１８
時
〜
１９
時
３０

分
（
全
３
回
）

両
講
座
は
理
論
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
実
践
を
通
し
て
技
術
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
体

験
型
の
講
座
で
す
。
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自

己
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

両
講
座
と
も
参
加
料
は
無
料

で
、
定
員
は
２０
人
で
す
。
申
し

込
み
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
周
知

し
ま
す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
室
）

博
物
館
で
は
、
８
月
４
日
（
火
）
と
５
日
（
水
）

に
「
博
物
館
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
開
催
す
る
。

捕
虫
網
と
虫
か
ご
を
も
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
探

検
し
た
り
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
縄
文
ポ
シ
ェ
ッ
ト

を
作
っ
た
り
と
、
博
物
館
を
会
場
に
体
験
を
重
視
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
。

主
な
対
象
は
、
近
隣
の
小
中
学
生
と
な
る
が
、
在

学
生
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
「
相
談
会
」
で
は
、
歴
史

や
民
俗
、
自
然
史
な
ど
の
分
野
で
、
持
ち
込
ま
れ
た

「
お
宝
」
や
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
、
子
ど
も
た
ち

の
疑
問
に
、
本
学
の
教
員
・
大
学
院
生
な
ど
が
相
談

ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
て
応
じ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
博
物
館
事
務
室
ま
で
。（
電
話
０６

―

６
３
６
８
―

１
１
７
１
）

（
博
物
館
事
務
室
）

無
類
の
愛
書
家
、
稀
代
の

蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
谷

澤
永
一
名
誉
教
授
の
蔵
書
の

一
部
が
「
谷
澤
永
一
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
本
学
図

書
館
蔵
書
に
加
わ
っ
た
。
和

書
・
洋
書
合
わ
せ
て
９８
冊
と

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
規
模
は
そ

う
大
き
く
は
な
い
が
、
う
ち

８２
冊
が
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』

関
係
の
資
料
で
占
め
ら
れ
て

い
る
。
圧
巻
は
何
と
い
っ
て

も
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
の
邦

訳
書
で
あ
る
。

『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
と
は

１１
世
紀
ペ
ル
シ
ア
の
数
学
者

・
天
文
学
者
で
あ
り
、
詩
人

で
も
あ
っ
た
オ
マ
ル
・
ハ
イ

ヤ
ー
ム
の
四
行
詩
集
で
あ

る
。
谷
澤
先
生
が
『
ル
バ
イ

ヤ
ー
ト
』
の
愛
読
者
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
雑
誌
『
季
刊
ア

ス
テ
イ
オ
ン
』（
１
９
８
７

年
）
に
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
。蒲

原
有
明
『
有
明
集
』
に

含
ま
れ
た
訳
を
始
め
と
し
、

竹
友
藻
風
訳
、矢
野
峰
人
（
禾

積
）
訳
、
森
亮
訳
、
岩
波
文

庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
小
川

亮
作
訳
、
最
近
の
も
の
で
は

陳
舜
臣
訳
な
ど
３０
種
に
も
及

ぶ
文
語
体
・
口
語
体
の
邦
訳

が
美
し
い
挿
絵
と
共
に
楽
し

め
る
。同
時
に『
ル
バ
イ
ヤ
ー

ト
』
の
邦
訳
の
歴
史
を
た
ど

る
こ
と
も
で
き
る
。
人
生
の

は
か
な
さ
を
歌
っ
た
こ
の
詩

集
は
、
不
滅
の
古
典
と
し
て

今
後
も
世
界
中
の
人
び
と
に

読
ま
れ
続
け
る
で
あ
ろ
う
。

あ
あ
、
愛
す
る
人
よ
、
さ

か
ず
き
を
満
た
せ
。

悔
い
多
い
来
し
方
を
、
心

配
な
ゆ
く
末
を
、
今
日
は

飲
み
捨
て
よ
う
。

明
日
は
ど
う
す
る
と
い
う

の
か
。そ
う
、
明
日
は
わ
が

身
が
過
ぎ
去
っ
た
七
千
年

の
歳
月
の
中
に
入
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。

（
第
二
十
歌

森
亮
訳
）

な
お
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
箱
、
カ
バ
ー
、
帯
等
を
残

す
「
原
装
保
存
」
扱
い
と
し

て
い
る
。
目
録
リ
ス
ト
は
近

日
中
に
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
公
開
の
予
定
で
あ
る
。

（
図
書
館
事
務
室
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
学

生
ス
タ
ッ
フ
が
行
っ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
ツ
ア
ー
の
一

つ
で
あ
る
「
淀
川
掃
除
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
参
加
者
が
環
境
問

題
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
な

ど
を
受
け
て
急
増
し
て
い
ま

す
。
こ
の
体
験
ツ
ア
ー
は
毎
月

第
１
日
曜
日
に
淀
川
の
河
川
敷

で
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
徴

は
、
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
す
る
学
生
や
個
人
で
申
し

込
み
を
す
る
学
生
が
多
い
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
、
活
動
中
に

学
部
・
学
年
を
超
え
て
仲
間
が

で
き
る
こ
と
も
、
こ
の
活
動
の

魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。
朝
、
淀

川
の
河
川
敷
で
ゴ
ミ
拾
い
を
す

る
の
は
最
高
に
気
持
ち
が
良
い

も
の
で
す
し
充
実
し
た
１
日
が

送
れ
ま
す
よ
�

み
な
さ
ん
も

私
た
ち
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
ょ
う
�

申
し
込
み
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
募
集
の
案

内
を
し
ま
す
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室
窓
口（
総

合
学
生
会
館
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

凜
風
館
１
階
）
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
室
）

本
学
に
お
け
る
研
究
活
動
を

産
業
界
に
紹
介
し
、
新
産
業
創

出
な
ど
科
学
技
術
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
大
学

と
会
員
企
業
の
発
展
向
上
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
関
西

大
学
科
学
技
術
振
興
会
（
隅
谷

哲
三
会
長
）
で
は
、
会
員
企
業

お
よ
び
学
内
研
究
員
の
優
れ
た

研
究
活
動
の
成
果
や
顕
著
な
功

績
が
認
め
ら
れ
る
産
学
連
携
活

動
と
、
知
的
財
産
の
創
造
、
活

用
に
対
す
る
表
彰
制
度
を
設
け

て
い
る
。

平
成
２０
年
度
に
推
薦
依
頼
お

よ
び
募
集
し
た
次
の
各
賞
に
つ

い
て
、
５
月
１６
日
の
本
年
度
総

会
に
お
い
て
発
表
、
寺
内
前
会

長
か
ら
表
彰
し
た
。

第
６
回
目
と
な
る
「
学
の
実

化
賞
」
は
、
田
中
成
典
総
合
情

報
学
部
教
授
の
「
時
間
項
を
考

慮
し
た
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
エ
ン
ジ

ン
の
開
発
」
に
係
る
実
績
お
よ

び
産
学
連
携
活
動
へ
の
先
駆
的

な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
表

彰
状
と
賞
金
１
０
０
万
円
が
贈

呈
さ
れ
た
。

「
研
究
奨
励
賞
」
は
１２
件
、

大
学
院
工
学
研
究
科
の
各
氏
に

対
す
る
研
究
活
動
お
よ
び
産
学

連
携
活
動
が
評
価
さ
れ
、
各
々

に
表
彰
状
と
賞
金
５
万
円
が
贈

呈
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
産
学
連

携
賞
」
は
１
件
、
共
同
研
究
に

係
る
実
績
に
対
し
、
産
学
連
携

活
動
の
具
現
化
で
あ
る
と
評
価

さ
れ
、
表
彰
状
、
北
斗
七
星
の

盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。「
技
術
開
発

賞
」
は
２
件
、
技
術
開
発
に
係

る
実
績
が
優
れ
た
成
果
で
あ
る

と
評
価
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表

彰
状
、
八
稜
鏡
の
盾
が
贈
呈
さ

れ
た
。

表
彰
の
各
位
に
対
し
て
、
研

究
・
技
術
開
発
へ
の
今
後
益
々

の
ご
活
躍
と
発
展
を
祈
念
し
た

い
。
各
賞
の
詳
細
は
、
関
西
大

学
科
学
技
術
振
興
会
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（h

ttp���w
w
w
.

k
an
sai�
u.ac.jp�ordi

st�sin
k
ok
ai�in
dex.

h
tm
l

）
に
掲
載
し
て
い
る
。

（
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
）

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
の

基
幹
的
な
研
究
費
で
あ
る
科
学

研
究
費
補
助
金
に
よ
る
最
先
端

の
研
究
の
成
果
を
、
小
学
５
・

６
年
生
お
よ
び
中
高
校
生
を
対

象
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
、

「
見
る
」「
聞
く
」「
触
れ
る
」

こ
と
で
、
学
術
と
日
常
の
関
わ

り
や
科
学
（
学
術
）
が
も
つ
意

味
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
学
で
は
、
独
立
行
政
法
人

日
本
学
術
振
興
会
か
ら
採
択
を

受
け
た
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実

施
さ
れ
る
。

日
時

７
月
３１
日
（
金
）

１０
時
００
分
〜

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第

１
学
舎

テ
ー
マ
「
政
治
っ
て
な
に
？
」

（
大
津
留
（
北
川
）
智
恵
子
法

学
部
教
授
）
中
学
生
対
象

放
置
自
転
車
問
題
を
取
り
上

げ
、「
政
治
」が
身
近
な
問
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
に
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
を
発
見
す
る
。

日
時

８
月
１
日
（
土
）

１０
時
３０
分
〜

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・

博
物
館
実
習
室
他

テ
ー
マ
「
飛
鳥
・
高
松
塚
古
墳

壁
画
の
謎
―
壁
画
の
意
義
と
歴

史
的
な
背
景
を
知
ろ
う
―
」（
米

田
文
孝
文
学
部
教
授
）
中
学
生

対
象高

松
塚
古
墳
の
青
龍
と
女
子

群
像
の
塗
絵
制
作
お
よ
び
高
松

塚
古
墳
の
組
立
模
型
を
制
作
す

る
。

日
時

７
月
３１
日
（
金
）
・
８

月
１
日
（
土
）
１２
時
３０
分
〜

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・

第
２
学
舎
１
号
館

テ
ー
マ
「
デ
ー
タ
に
強
く
な
ろ

う
�
―
情
報
を
し
っ
か
り
読
み

取
っ
て
、
問
題
の
解
決
に
役
立

て
よ
う
―
」（
橋
本
紀
子
経
済
学

部
教
授
）
小
学
校
５
・
６
年

生
、
中
学
生
対
象

デ
ー
タ
に
関
す
る
説
明
や
デ

ー
タ
の
使
い
方
、
読
み
取
り
方

を
講
義
す
る
。

日
時

８
月
１
日
（
土
）
・
８

月
２
日
（
日
）
１０
時
３０
分
〜

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・

第
４
学
舎
２
０
２
教
室

テ
ー
マ
「
体
験
し
よ
う
�
水
害

時
の
避
難
〜
君
は
水
没
し
た
扉

を
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

〜
」（
尾
�
平
環
境
都
市
工
学
部

助
教
）
高
校
生
対
象

水
没
ド
ア
避
難
体
験
装
置
を

用
い
た
水
害
の
危
険
性
の
理
解

と
水
害
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

や
そ
の
対
応
、
避
難
方
法
を
理

解
す
る
。

詳
細
は
、
日
本
学
術
振
興
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http���w

w
w
.jsps.go.jp�hiram

e
ki�index.htm

l

）
に
て
公
開

し
て
い
る
。
（
研
究
支
援
課
）

経
済
・
政
治
研
究
所
で
は
、

次
の
と
お
り
第
２
回
お
よ
び
第

３
回
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

第
２
回
公
開
セ
ミ
ナ
ー

日
時

７
月
１５
日
（
水
）
１５
時

〜
１７
時

テ
ー
マ

「
１
９
８
０
年
代
以

降
の
大
阪
大
都
市
圏
の
構
造

変
化
」

報
告
者

岡
田
知
弘
氏
（
京
都

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

教
授
）

司
会

大
阪
大
都
市
圏
地
域
経

済
研
究
班
主
幹
・
経
済
学
部

教
授

樫
原
正
澄

第
３
回
公
開
セ
ミ
ナ
ー

日
時

７
月
２１
日
（
火
）

１４
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

テ
ー
マ

「
国
際
金
融
危
機
に

対
す
る
中
日
経
済
政
策
の
比

較
研
究
」

報
告
者

楚
爾
鳴
氏
（
湘
潭
大

学
商
学
院
院
長
教
授
）

司
会
東
ア
ジ
ア
研
究
班
主
幹
・

商
学
部
教
授

水
野
一
郎

場
所
は
い
ず
れ
も
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
児
島
惟
謙
館
第
２
会

議
室
。
い
ず
れ
も
聴
講
は
自

由
。
問
い
合
わ
せ
は
研
究
所
事

務
室
ま
で
。（
電
話
０６
―

６
３
６

８
―

１
１
７
９
）
詳
し
く
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���w
w

w
.k
an
sai�
u.ac.jp�K

eiseik
en�

）
を
参
照
の
こ

と
。

（
経
済
・
政
治
研
究
所
）

『
海
の
回
廊
と
文
化
の
出

会
い
』が
選
定
図
書
に

関
西
大
学
出
版
部
の
刊
行
図

書
『
海
の
回
廊
と
文
化
の
出
会

い
―
ア
ジ
ア
・
世
界
を
つ
な
ぐ

―
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究

所
国
際
共
同
研
究
シ
リ
ー
ズ

７
）
橋
本
征
治
（
名
誉
教
授
）

編
著
が
、
社
団
法
人
日
本
図
書

館
協
会
の
「
選
定
図
書
」
に
選

ば
れ
た
。

本
書
は
「
東
西
両
洋
」
に
象

徴
さ
れ
る
世
界
の
諸
文
化
交
流

の
道
筋
と
し
て
、「
海
の
回

廊
」
が
浮
か
び
上
が
る
、

そ
の
諸
相
に
文
化
・
歴
史

・
地
理
・
経
済
の
視
点
か

ら
迫
る
も
の
で
あ
る
。

（
出
版
部
出
版
課
）

○
名
誉
教
授

亀
井
利
明
、
総

合
情
報
学
部
教
授

亀
井
克
之

共
著

『
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
論

増
補
版
』

（
平
成
２１
年
５
月
・
同
文
舘

出
版
・
定
価
２
９
４
０
円
）

※
金
額
は
税
込
み
。

淀淀川川掃掃除除ボボラランンテティィアアにに参参加加ししててみみまませせんんかか？？
ボボラランンテティィアア体体験験ツツアアーー

「
ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
〜
よ
う
こ
そ
大
学

の
研
究
室
へ
〜

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｈ
Ｉ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
よ
う
�

アサーション・
ファシリテーション
トレーニング講座

大大人人気気��

博博
物物
館館
「「
何何
でで
もも
相相
談談
会会
」」

学の実化賞
研究奨励賞等の表彰

８月４日（火）・５日（水）に開催

関西大学科学技術振興会

現
代
社
会
を
知
る

経
済
・
政
治
研
究
所

公
開
セ
ミ
ナ
ー

夏
休
み
の
良
い
思
い
出
に

人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

―
谷
澤
永
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―

（１０）平成２１年（２００９年）７月１０日第 ３６４ 号
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○
陸
上
ホ
ッ
ケ
ー
部

４
月
２９
日
〜
６
月
１３
日
に
開

催
さ
れ
た
２
０
０
９
年
度
関
西

学
生
春
季
リ
ー
グ
に
お
い
て
、

陸
上
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
１２
年
ぶ
り

に
１
部
へ
昇
格
し
た
。

◇

春
季
リ
ー
グ
で
は
第
１
節
、

２
節
を
完
封
勝
利
で
飾
り
、
幸

先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。第

３
節
で
は
昨
年
２
部
１
位

の
神
戸
大
と
対
戦
。
序
盤
に
先

制
さ
れ
、
今
リ
ー
グ
初
失
点
を

許
し
て
し
ま
う
も
の
の
勝
利

し
、
大
金
星
を
あ
げ
た
。
翌
日

の
羽
衣
大
戦
で
も
勝
利
を
収

め
、
２
部
優
勝
を
果
た
す
。

そ
し
て
迎
え
た
入
れ
替
え

戦
。
対
す
る
は
一
部
７
位
の
京

都
大
だ
。
勝
て
ば
悲
願
の
１
部

へ
、負
け
れ
ば
２
部
残
留
。運
命

を
分
け
る
一
戦
が
始
ま
っ
た
。

開
始
６
分
本
学
が
先
制
し
、
さ

ら
に
、
Ｆ
Ｗ
の
活
躍
が
光
り
、

得
点
を
重
ね
る
。
後
半
に
も
追

加
点
を
奪
い
、
５
―

１
。
格
上
相

手
に
大
差
を
つ
け
勝
利
を
収

め
、
１２
年
ぶ
り
と
な
る
１
部
へ

の
復
活
を
果
た
し
た
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
新
し

い
歴
史
を
刻
ん
だ
陸
上
ホ
ッ
ケ

ー
部
。
主
将
を
中
心
と
し
た
勝

利
へ
の
強
い
信
念
は
部
員
た
ち

に
も
浸
透
。
見
事
、
悲
願
達
成

へ
と
チ
ー
ム
を
導
い
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
誓
う
陸
上
ホ
ッ
ケ
ー

部
。
１
部
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
も

大
暴
れ
す
る
に
違
い
な
い
。

○
サ
ッ
カ
ー
部

前
号
（
３
６
３
号
）
で
紹
介

し
た
関
西
学
生
選
手
権
大
会
優

勝
の
詳
細
を
紹
介
す
る
。

◇

赤
く
染
ま
っ
た
ス
タ
ジ
ア
ム

に
、
試
合
終
了
を
知
ら
せ
る
ホ

イ
ッ
ス
ル
が
鳴
り
響
く
。�
全
員

サ
ッ
カ
ー
�
を
テ
ー
マ
と
す
る

チ
ー
ム
に
、「
関
西
優
勝
」
と
い

う
今
期
初
タ
イ
ト
ル
が
も
た
ら

さ
れ
た
。

全
国
の
舞
台
へ
続
く
今
大

会
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

は
、
初
戦
か
ら
圧
倒
的
な
強
さ

を
見
せ
順
調
に
勝
ち
上
が
っ

た
。
迎
え
た
決
勝
戦
。
対
す
る

大
院
大
は
、
堅
い
守
り
で
こ
こ

ま
で
無
失
点
。
キ
ッ
ク
オ
フ
の

笛
が
鳴
り
、
関
西
制
覇
へ
最
後

の
一
戦
が
始
ま
っ
た
。
序
盤
か

ら
ボ
ー
ル
を
支
配
し
、
本
学
ペ

ー
ス
で
試
合
が
進
む
。
ゴ
ー
ル

の
匂
い
が
漂
う
前
半
１６
分
、
本

学
が
貴
重
な
先
制
点
を
挙
げ

た
。
続
く
前
半
２７
分
に
も
追
加

点
を
決
め
た
。
相
手
に
決
定
機

を
与
え
ず
迎
え
た
後
半
３６
分
。

本
学
が
勝
利
を
導
く
大
き
な
追

加
点
を
挙
げ
た
。
後
半
ロ
ス
タ

イ
ム
に
１
点
を
返
さ
れ
た
も
の

の
、
３
―

１
で
見
事
、
関
西
１
位

の
座
を
手
に
入
れ
た
。

３
年
ぶ
り
の
優
勝
を
成
し
遂

げ
た
関
大
。
し
か
し
優
勝
は
あ

く
ま
で
日
本
一
に
向
け
て
の
通

過
点
。
８
月
１
日
（
土
）
か
ら

始
ま
る
第
３３
回
総
理
大
臣
杯
全

日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
お
い
て
、
筑
波
大
学
と

対
戦
す
る
。
ぜ
ひ
と
も
優
勝
を

飾
っ
て
ほ
し
い
。

○
陸
上
競
技
部

６
月
１２
日
〜
１４
日
に
神
奈
川

県
平
塚
競
技
場
で
行
わ
れ
た
日

本
学
生
陸
上
競
技
個
人
選
手
権

大
会
に
お
い
て
、
女
子
走
高
跳

の
三
村
有
希
さ
ん（
社
３
）が
１

�
８１
で
大
会
記
録
を
更
新
し
優

勝
し
た
。
三
村
さ
ん
は
、
続
く

６
月
２５
日
に
行
わ
れ
た
日
本
選

手
権
大
会
で
１
�
８２
で
第
２
位

と
な
っ
た
。

○
空
手
道
部

４
月
２９
日
に
兵
庫
県
立
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、
第
４３

回
関
西
学
生
個
人
選
手
権
大
会

に
お
い
て
、梶
川
凛
美
さ
ん（
文

２
）が
女
子
個
人
形
の
部
で
優
勝

し
た
。
梶
川
さ
ん
は
、
続
く
６

月
２１
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た
第
５３
回
全
日
本
学
生
選

手
権
大
会
に
お
い
て
、
女
子
個

人
形
の
部
で
も
優
勝
し
連
覇
を

達
成
し
た
。

１部昇格を果たした陸上ホッケー部
（写真提供：関大スポーツ編集局）

６月１８日から３日間、関西学院大学西宮上
ヶ原キャンパスを中心に開催された総合関関
戦は、関西学院大学が総合優勝を飾った。通
算成績は本学の１６勝１５敗。
今大会では、アイスホッケーやレスリング

などで本学が健闘したものの、アメリカンフ
ットボールやラグビーなどで結果を残すこと
ができなかった。来年は本学での開催となる
ため、ぜひとも勝利を勝ち取ってほしい。

優
勝
を
果
た
し
た
サ
ッ
カ
ー
部

○
馬
術
部

５
月
４
日
〜
６
日
に
兵
庫
県

三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
た
、
第
４４
回
全
関
西

学
生
馬
術
大
会
で
、
団
体
総
合

優
勝
し
、
４
連
覇
を
達
成
し

た
。

○
射
撃
部

５
月
８
日
〜
１０
日
に
大
阪
府

の
能
勢
町
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
で

開
催
さ
れ
た
、
第
１５
回
春
季
全

関
西
女
子
学
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃

選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
団
体

優
勝
し
、
昨
年
秋
に
続
い
て
連

覇
を
果
た
し
た
。

○
重
量
挙
部

５
月
１５
日
〜
１７
日
に
大
阪
府

の
羽
曳
野
コ
ロ
セ
ア
ム
で
開
催

さ
れ
た
第
５５
回
全
日
本
学
生
個

人
選
手
権
大
会
の
７７
�
級
に
お

い
て
、
白
草
竜
太
さ
ん
（
文

２
）
が
優
勝
し
た
。ま
た
、同
日

同
会
場
で
開
催
さ
れ
た
第
２１
回

全
日
本
女
子
学
生
選
手
権
大
会

の
５８
�
級
に
お
い
て
山
本
優
子

さ
ん（
文
１
）が
優
勝
し
た
。

○
拳
法
部

５
月
１７
日
に
大
阪
府
立
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た
、
第
１３
回
西

日
本
学
生
拳
法
選
手
権
大
会
に

お
い
て
男
子
が
団
体
優
勝
し

た
。
ま
た
同
日
同
会
場
で
開
催

さ
れ
た
第
４
回
西
日
本
大
学
女

子
リ
ー
グ
に
お
い
て
女
子
が
団

体
優
勝
し
た
。
見
事
男
女
と
も

に
西
日
本
制
覇
を
達
成
し
た
。

（
取
材
協
力
関
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
）

（写真提供：関大スポーツ編集局）

本
学
と
吹
田
市
教
育
委
員
会

は
、「
生
涯
学
習
吹
田
市
民
大
学

関
西
大
学
講
座
（
後
期
講

座
）」
を
４
コ
ー
ス

１６
テ
ー
マ

で
共
催
し
ま
す
。

会
場
は
、
木
曜
日
は
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
内
、
金
曜
日
は
南

千
里
の
千
里
市
民
セ
ン
タ
ー
。

広
く
一
般
社
会
人
の
受
講
を
歓

迎
し
ま
す
。

�
工
学
�

▼
く
ら
し
と
微
生
物

１０
月
１
日
〜
１０
月
２２
日
の
毎

週
木
曜
日

（
１０
時
４０
分
〜
１２
時
１０
分
）

�
総
合
�

▼
実
践
的
知
性
と
し
て
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ー
言
語
・
文

化
・
教
育
の
諸
相
か
ら

１０
月
１
日
〜
１０
月
２２
日
の
毎

週
木
曜
日

（
１３
時
〜
１４
時
３０
分
）

�
経
済
・
商
学
�

▼
経
済
危
機
の
時
代
を
生
き
る

た
め
に

１０
月
２
日
〜
１０
月
２３
日
の
毎

週
金
曜
日

（
１０
時
４０
分
〜
１２
時
１０
分
）

�
法
律
政
治
�

▼
成
熟
す
る
社
会
の
法
と
政
治

１０
月
２
日
〜
１０
月
２３
日
の
毎

週
金
曜
日

（
１３
時
〜
１４
時
３０
分
）

申
込
受
付
は
９
月
１
日

（
火
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
は
地
域
連
携
セ
ン
タ

ー
ま
で
（
電
話
０６
―

６
３
６
８
―

１
２
４
５
）。

�
詳
細
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
�

h
ttp���w

w
w
.
k
an
sai

�
u.ac.jp�ren

k
ei�k
o

k
aik
oza�k

ok
aik
oza.

h
tm
l

（
社
会
連
携
部
）

夏期集中・後期開講講座受付中
エクステンション・リードセンターでは、現在

「夏期集中講座」と「後期開講講座」の受講申し
込みを受け付けています。各講座・コースとも、
定員になり次第締め切りますので、早めに申し込
んでください。

情
報
処
理
講
座

パ
ソ
コ
ン
検
定
４
級
２
組
・

パ
ソ
コ
ン
検
定
３
級

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

公
務
員
講
座

教
養
対
策

教
養
１
ｓ
ｔ
、
数
的
処

理
、
文
章
理
解
・
資
料
解

釈
対
策

国
�
・
地
方
上
級
対
策

専
門
得
点
ア
ッ
プ
１

国
�
対
策

刑
法

社
会
保
険
労
務
士
講
座

会
計
職
講
座
群

簿
記
検
定
３
級
対
策
２
組

公
認
会
計
士
入
門

税
理
士

簿
記
論
・
財
務
諸
表
論
・
簿

財
パ
ッ
ク

英
語
講
座

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
	
テ
ス
ト
対
策

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
	
テ
ス
ト
対
策

後
期
１
・
２
・
３
組

色
彩
検
定
講
座

１
級
対
策

な
お
、
日
本
語
文
章
能
力
検

定
講
座
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り

実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

詳
細
は
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
ま

で
。
も
し
く
は
「
講
座
案
内
２

０
０
９
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
（
電
話
０６
―

６

３
６
８
―

０
７
２
１
）。

公務員講座 田中 智美さん （情３）
世界経済が大きな変貌を遂げつつある中、私は

日本の経済と社会秩序を守り、また経済、文化の
両面からサポートできる職につきたいと思ってい
ます。その中で、国家間の経済交流に携われる税関
に魅力を感じ、２年次生の時に公務員講座に通い
始めました。３年次生になった今は、国�講座を
受講しています。国�講座は少人数制ということ

もあり先生との距離が近く、質問や相談など気軽にできます。
科目数の多い公務員試験ですが、カリキュラムがしっかり

組まれているので効率よく勉強を進めることができます。ま
た、学部の壁を越えて共に励ましあい支えあいながら、それ
ぞれの目標に向かってがんばれる仲間に出会うこともできま
した。そして、クラス全体の刺激ある雰囲気は、私のモチベーシ
ョンをどんどん高めてくれます。「自然とみんなでがんばれ
る」そんなクラスです。このような環境に感謝しながら、来春に
控えた公務員試験に向けて、悔いのないよう全力で挑みます。

簿記検定講座 船橋 充さん （経２）
私がリードセンターの講座を受講しようと思っ

た理由は大学入学後も学業に力をいれたいと思っ
たからです。とりあえず、リードセンターの講座を
受講すれば勉強をする習慣がつくのではないか、
という安易な気持ちからでしたが、あっという間に
簿記の魅力にはまってしまいました。
私が簿記にはまった理由は２点あります。１つ

目は、リードセンターの講師の方がとても懇切丁寧に授業を
教えてくれることです。２つ目は、リードセンターのスタッ
フのみなさんが資格取得を本気でサポートしてくれることで
す。
「簿記は社会人必須のスキル」と言われることが多くなり

ました。本当かどうかは、今の私には分かりません。しか
し、ただ１つ言えることは、私は、今まで勉強してきたどん
な科目よりも、簿記は楽しいと感じていることです。だから
今は、リードセンターの公認会計士入門講座を受講するなど
して、更なる簿記のスキル向上に努めています。自分が好き
になれる勉強を、楽しいと思えることを、あなたもリードセ
ンターで見つけてみませんか？

中国における『和諧社会』の経済的・法的側面と
日中経済関係の新展開

講師

孫 新
（中国社会科学院日本研究所副所
長、経済・政治研究所委嘱研究員）

青木 俊一郎
（日中経済貿易センター理事長）

劉 小勇
（汕頭大学法学院准教授）

趙 静波
（長春理工大学法学院専任講師）
通訳：劉 小勇（汕頭大学法学院
准教授）

田 昆如
（天津財経大学教授、経済・政治
研究所委嘱研究員）
通訳：崔 洪雷（経済・政治研究
所準研究員）

高 華�（弁護士、上海市華�律
師事務所長）

テーマ

中国『和諧社会』建設の
意義と内容

日中経済関係の新たな
展開と日本企業の戦略

中国の労働契約法

中国の独禁法

『和諧社会』と中国の
ＣＳＲ

【コメント】

日程

７
月
１１
日
（
土
）
13
時
〜
17
時
30
分

陸上ホッケー部

生
涯
学
習
吹
田
市
民
大
学

関
西
大
学
講
座
（
後
期
講
座
）

東西学術研究所、経済・政治研究所、法学研究所では次のとおり合
同シンポジウムを開催します。聴講自由。

会場は、千里山キャンパス尚文館１階マルチメディアＡＶ大教室。
問い合わせは、研究所事務室まで（電話０６―６３６８―１１７９）。

１２
年
ぶ
り
に
一
部
昇
格
果
た
す

多
彩
な
４
コ
ー
ス
受
講
生
を
募
集

３研究所合同シンポジウム

優優勝勝吉吉報報がが相相次次ぐぐ
ススポポーーツツかからら
目目がが離離せせなないい

第３２回総合関関戦

１１１１勝勝２２００敗敗３３分分

平成２１年（２００９年）７月１０日第 ３６４ 号（１１）



動き回る男性像！？�
（総合図書館入り口前）�

女子が入る男子トイレ！？�
（第１学舎１号館）�

謎の扉�
（総合図書館横）�

パラレルワールド！？へようこそ�
（第１学舎３号館）�

関大に「甲子園」！？�
（高槻キャンパス関西大学アイスアリーナ）�

男性像の移動ルート�

謎
４�

謎
２�

謎
３�

謎
１�

謎
５�

貼り紙�
の標識�

貼り紙�
の標識�

　高いジャンプ、スピン、そして演技す
る表情。一瞬にして目の前を通り過ぎる
選手のきりっとした表情は私たちを魅
了し、夢を追いかける少年少女の憧れの
的であった。関大には有名な得橋大輔選
手（院１）や織田信成選手（文４）だけで
なく、これから世界で大きく羽ばたくで
あろうスケーターが多くいる。そんな選
手達の練習の場としてだけでなく、高槻
キャンパス関西大学アイスアリーナは、
“甲子園”を目指す次の選手たちの未来
の扉を開くステージでもあるようだ。�

　みなさんが普段何気なく過ごしている関西大学
のキャンパス－�
　実は、キャンパス内には様々な都市伝説がある。
今回は、５つの謎を学生広報スタッフが徹底調査！�

鬱蒼（うっそう）と茂る�
木々の中に謎の扉が…�

扉を開けると…�

これが扉の中にある「防火水槽」だ�

【Before】リフォーム前�

【After】リフォーム後�

第1学舎１号館のトイレ�

企画・編集：学生広報スタッフ（50音順）　落合美規（政策２）・國谷みなみ（政策１）・熊瀬智也（政策２）・實川智美（政策２）・下垣和美（政策３）・菅原直亮（情２）・西岡沙紀（政策３）・野口美保（社２）・半田朱美（文３）・星諒太（商４）・南雄大（法４）・山瀬達也（社３）�

今日はエキシビションだった
のでお客様に楽しんでもらお
うという事を一番に演技しま
した。久しぶりの公式の場な
ので緊張しました。オフは体
力強化に取り組み、目標に向
かって頑張りたいです。�

初めて滑るプログラムだった
が楽しく滑ることができまし
た。妹が競技会に出場してい
たので応援していました。ジ
ャンプの精度を上げて秋から
の新シーズンでは全日本選手
権で上位を狙いたいです。�

金 彩華（きむ ちぇふぁ）選手�
　　　　　　　　　　　　（商３）�

村元 小月（むらもと さつき）選手�
　　　　　　　　　　　　（文１）�

　みなさんは、関西大学総合図書
館の階段下に扉があるのをご存じ
だろうか。以前からこの扉は関大
７不思議の１つにあげられてきた
が、その実態を知る者に出会った
ことが一度もない。そこで、私た
ち学生広報スタッフが真相を解き
明かそうと、鬱蒼と茂る木々の中
に足を踏み入れた。�
　扉を開けると、急な階段が姿を
現す。そして、もう一枚扉を開け

ると、大きな空間が広がる。冷たく、身の毛がよだつ。暗く深い水
たまりが目前に広がり、水の音が絶えずしている。�
　実は、この空間は「防火水槽」であった。その貯水量は540トン。
火災の時、図書館前にある採水口から水を吸い上げ消火するのである。
　重い扉の中には、関大を守るための秘密が隠されていたのであっ
た…。�
※取材のため特別に許可を得て扉を解錠しました。�

謎の男性像�

　「甲子園」といえば、高校野球を想像
するのではないだろうか？　実は、関
大にも「甲子園」があるのだ。その名も「氷
の甲子園」。今年は６月13日・14日に
高槻キャンパス関西大学アイスアリー
ナにて開催された。このイベントは、小・
中・高校生スケーターが華麗な演技で競い合うもので、今年で２回目の
開催にあたる。「氷の甲子園」終了後に行われたエキシビションでは、織
田信成選手（文４）をはじめ関大トップスケーターが華麗な演技を披露し、
会場に駆けつけた高槻市民など約500人を魅了した。�

　関大にはこのような噂があります。－総合図書館入口
横にある男性２人が裸で肩を組んでいる像は、夜中になる
とキャンパス内を動き回る－本当に男性像は動き回るの
か？　謎の真相を突き止めました。�
　まずは夜中にキャンパス内を巡回している警備員の方に
お話を伺いました。「動くのを実際に見たことはないけど、

10年以上前からそんな噂はあったなぁ。他に
も像が光るとか、前を通ると像に話しかけら
れるとか…」。関大生にもインタビューをしま
したが、実際に見た人はいませんでした。�
　そこで、男性像の実態を調べてみました。男
性像の正式名称は『友の像』で、作者は彫刻家の
朝倉文夫氏。昭和30年、日展に出品されていた
ものを関大が購入しました。像はまず旧図書館
（現在の簡文館）前に置かれ、昭和40年に誠之館１号館東側、平成２年

に現在の総合図書館入口横に移動したという記録が残っています。こうした人の手
による像の移動が、「勝手に動き回る」という噂になったのかもしれませんね。�

　２つ目の謎は、第１学舎１号館（Ａ棟）のトイレです。女子学生がトイレの標識
を確認して入って行くと、なんと男子トイレ！　あわててトイレを出て標識を確
認するとやっぱり男女のトイレマーク。目の前の壁をのぞくとやっと女子トイレ
があります。現在は手作りの貼り紙標識で間違えないよう誘導してくれていますが、
それでも間違えている人がちらほらいます。�
　第１学舎１号館ができたときから間違えて男子トイレに入る女子学
生が続出していたこのトイレ。大学職員の方に事情を聞いてきました。�
　職員の方もあのトイレの設計には悩んだそうです。標識の横にある
壁。「あれがなければ間違える人も減るのではないでしょうか？」とい
う疑問に職員の方もその案は検討されたとのことでした。しかし、あ
の場所に壁を設置しなければ、階段を上がったところすぐに壁を設置
せざるを得なくなり、そうすると階段を上がったときに圧迫感が生じ
てしまうので、検討の結果、現在の位置に決定したのだそうです。�
　大学の建物はさまざまな意見を取り入れながら試行錯誤を繰り返し
設計が決まるのだそうです。それでも問題のあった場合には改善をするとのこと
です。�

　「法文坂」を越えて、直進すると左側に見えてくる第１学舎３号
館（C棟）。建てられたのは昭和42年だそうで、その外壁の雰囲気
から歴史的に重みのある校舎だと分かります。さぞかし教室も“昔

ながらの教室”…かと思いきや！�
　何と！！　教室には明るいペンキで塗られた壁と床、
ホワイトボードに新しい机とイスが並んでいます。写
真を見れば一目瞭然！　外観からは想像がつかないほ
どきれいな教室です。�
　実はこの第１学舎３号館、今年４月から開設された「外

国語学部」の授業等に使用するため、新しくリフォームされたそ
うです。外国語学部開設に携わった大学職員の方に取材したとこ
ろ、現在、外国語学部には約150人の学生が在籍しており、少人
数制の授業に併せて机やイスを動かせるようにしたとのことです。�
　今年の春休み中に改装工事が行われたそうなので、事情を知ら
ない在学生が教室に入れば「教室を間違えた！？」とびっくりして
教室を出て行くことでしょう。学舎をすべて取り壊さず教室だけ
を新しくしたため、このようなパラレルワールドが生まれたので
した。�

関西大学が誇るトップスケーターに�
エキシビション終了後、直撃インタビュー！�

謎５�関大に関大に「甲子園甲子園」！？�

謎３�実録！総合図書館横実録！総合図書館横、謎の扉謎の扉� 謎４�第１学舎３号館 パラレルワールドパラレルワールド！？へようこそ？へようこそ�

謎２�謎１�総合図書館横総合図書館横 動き回る男性像！動き回る男性像！？� 第１学舎１号舎１号館 女子が入る男子トイレ女子が入る男子トイレ！？�

学
生
諸
君
は
夏
期
休
暇
を

ど
ん
な
ふ
う
に
過
ご
そ
う
と

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ど
こ
か
へ
出
か
け
る
予
定
な

ど
を
立
て
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
過
日
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
騒
動
か
ら
、
と
か
く

わ
れ
わ
れ
は
予
防
に
気
を
取

ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
う
が

い
、
手
洗
い
を
ど
れ
だ
け
徹

底
し
て
も
、
万
が
一
罹
患
し

た
場
合
に
ど
う
す
る
か
と
い

う
対
策
が
不
十
分
で
あ
れ
ば

本
末
転
倒
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
学
べ
た
だ
ろ
う
か
。
何

事
に
お
い
て
も
、
予
防
も
大

切
だ
が
、
結
果
が
生
じ
た
と

き
の
措
置
を
講
じ
て
お
く
こ

と
で
む
し
ろ
安
心
が
得
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
学
問
と
向
き

合
う
の
は
机
の
上
だ
け
で
は

な
い
。
日
々
の
生
活
の
上
で

も
生
き
た
学
問
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
実
学

な
の
で
あ
る
。
ぜ
ひ
と
も
実

学
を
体
験
し
つ
つ
有
意
義
な

日
々
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た

い
。

（
笹
本

幸
祐
）

�編集後記�

宅
間

正
則
（
た
く
ま

ま

さ
の
り
）
教
授

専
門
は
、
材
料
工
学
。
１

９
９
６
年
度
に
在
外
研
究
員

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
材
料

評
価
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研

究
に
従
事
し
、
材
料
工
学
に

関
す
る
研
究
成
果
は
学
内
外

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
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